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１．立地適正化計画策定の背景と目的 
 

（１）コンパクト・プラス・ネットワークの考え方 

○我が国の都市は、人口減少や高齢化を背景として、高齢者や子育て世代にとって安心できる

健康で快適な生活環境を実現すること、財政面及び経済面において持続可能な都市経営を可

能とすること、激甚化 ・頻発化する災害に対して地域の安全を確保することが求められてい

ます。 

○人口が減少する中でも、様々な都市機能を都市の拠点に誘導しつつ、その周辺や公共交通沿

線に居住を誘導し、生活サービスへのアクセスを確保しながら一定のエリアにおいて人口密

度を維持することにより、生活サービスやコミュニティの持続性が高まると考えられます。 

○このような背景から、生活サービス機能や居住の誘導と公共交通ネットワークの形成を連携

して取り組む「コンパクト・プラス・ネットワーク」という考え方が生まれました。 
 

（２）立地適正化計画の創設 

○立地適正化計画は、上記の考え方のもと、平成 26 年

の都市再生特別措置法の改正により創設された制度

です。 

○立地適正化計画は、人口減少や高齢社会に対応した

持続可能な都市づくりを目指した、居住機能や医療・

福祉・子育て支援・商業等の都市機能の立地、居住地

の安全性を強化する防災指針、公共交通の維持・確

保を包括する都市づくりのマスタープランです。 

○居住や都市機能の誘導を図る区域を設定するととも

に、これらを誘導するための誘導施策等を定めるこ

とにより、人口減少や高齢社会に対応した都市構造

へと緩やかに誘導していく制度となっています。 
 

■立地適正化計画のイメージ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立地適正化計画の記載事項 

・住宅及び都市機能増進施設の立地

の適正化に関する基本的な方針 

・居住誘導区域 

・都市機能誘導区域 

・誘導施設（都市機能誘導区域に誘

導する都市機能増進施設） 

・都市機能誘導・居住誘導を実現す

るために講ずるべき取組 

・防災指針 

・目標値 

居住誘導区域 

●人口密度を維持し、生活サービス

が持続的に確保されるよう居住を

誘導すべき区域 

都市機能誘導区域 

●都市機能(医療・福祉・商業等)

を拠点に誘導・維持し、サービ

スの効率的な提供を図る区域 

公共交通 

●まちづくりと一体と

なった公共交通網の

維持・確保 

＝都市計画区域 

[出典：国土交通省資料を編集・加工]
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（３）立地適正化計画策定の必要性 

○本市においても、人口は平成７年をピークに減少に転じるとともに、高齢化も進行しており、 

令和２年時点における老年（65 歳以上）人口割合は約 41％まで増加しています。 

○今後も更なる人口減少と高齢化の進展が見込まれるため、これらに対応した持続可能な都市

づくりを目指し、立地適正化計画を策定します。 

○なお、立地適正化計画策定の意義・役割は、下図のように表されます。 

 

■立地適正化計画策定の意義・役割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[出典：国土交通省資料を編集・加工] 

  

都市全体を見渡したマスタープラン 

一部の機能だけでなく、居住や医療・福祉・商業、

公共交通等のさまざまな都市機能と、都市全域を

見渡したマスタープランとして機能する市町村マ

スタープランの高度化版です。 

市街地空洞化防止のための選択肢 

居住や民間施設の立地を緩やかにコントロールで

きる、市街地空洞化防止のための新たな選択肢と

して活用することが可能です。 

まちづくりへの公的不動産の活用 

財政状況の悪化や施設の老朽化等を背景とした、 

公的不動産の見直しと連携し、将来のまちの 

あり方を見据えた公共施設の再配置や公的不動産 

を活用した民間機能の誘導を進めます。 

都市計画と公共交通の一体化 

居住や都市の生活を支える機能の誘導によるコン

パクトなまちづくりと地域交通の再編との連携に

より、『コンパクトシティ・プラス・ネットワー

ク』のまちづくりを進めます。 
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２．計画の位置づけ 
 

○本計画は、「三浦市総合計画」や神奈川県の 「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」に

即すとともに、「三浦市都市計画マスタープラン」との整合を図り、その他の関連計画を踏ま

えながら定めます。 

○なお、立地適正化計画は、都市全体を見渡すマスタープランとして、都市計画マスタープラ

ンの一部であり、高度化版としてみなされるものです。 

 

■立地適正化計画の位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都市計画以外の事業等 
・市民、事業者の取組、事業等 

・行政の取組、事業等 

都市計画手法 
・区域区分 
・地域地区（用途地域等） 
・都市施設 
・地区計画 
・市街地開発事業 等 

実現化 

即す 

整合 

市の関連計画 

・みどりの基本計画 
・景観計画 
・地域防災計画 
・国土強靭化地域計画 
・観光振興ビジョン 
        など 

即す 

 

都市計画区域の整備、 
開発及び保全の方針 

県が都市計画区域毎に定める都市計画の
総合的な方針 

三浦市都市計画マスタープラン 
都市計画に関する基本的な方針 

  市が総合的かつ計画的な行政運営を 
行っていくための基本となる計画 

三浦市総合計画 

三浦市立地適正化計画 
居住機能や都市機能の立地、公共交通の 

維持・確保等を包括する都市づくりの計画 
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３．計画の目標年次と対象区域 
 

（１）計画の目標年次 

○本計画の目標年次は、都市計画マスタープランと整合を図るため、三浦市都市計画マスター

プランと同様の『令和 27 年（2045 年）』とします。 

○また、概ね５年毎に計画の評価・検証を行うことを基本として、三浦市総合計画や三浦市都

市計画マスタープランなどの関連計画の改定等と整合を図りながら、必要に応じて、見直し

を行います。 

 

（２）計画の対象区域 

○本計画の対象区域は、市域全域（都市計画区域全域）を対象とし、都市機能誘導区域及び居

住誘導区域の設定は、市街化区域内を対象とします。 

 

■計画対象区域 

計画対象区域 

都市計画区域 

都市機能誘導区域及び

居住誘導区域の設定 

市街化区域 
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（８）財政 ............................................................................ 24 
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１．本市の現状 
 

（１）人口動向 

○総人口は平成７年の54,152人をピークとして、令和２年時点で42,069人まで減少しています。 

○年齢別人口の推移をみると、生産年齢 （15～64 歳）人口及び年少 （15 歳未満）人口が減少す

る一方で、老年 （65 歳以上）人口が増加しており、令和２年時点の老年人口割合は約 41％に

達しています。 

○今後は人口減少と高齢化が更に進展し、令和 27 年の人口は 26,211 人まで減少、同年の老年

人口割合は約 55％へ上昇すると推計されています。 

○本市の直近 10 年 （平成 22 年から令和２年）の人口増減をみると、三崎地区の減少が顕著で

あるほか、三浦海岸駅周辺も減少しており、特に市街地における人口減少が進展しています。 

 

■将来人口と高齢化の見通し 

 

[出典：実績値は国勢調査、推計値は国立社会保障・人口問題研究所「将来推計人口（令和５年推計値）」] 
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■人口増減（平成 22 年→令和２年） 

 
[出典：国勢調査] 

 

■老年人口割合（令和２年） 

 
[出典：国勢調査] 
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（２）人口密度 

○市街化区域内の人口密度は、人口減少の進展に伴い約 48 人/ha （令和５年）まで低下してお

り、市街地の低密度化が進行しています。 

○このまま推移した場合、近い将来において 40 人/ha を下回ることが懸念されます。40 人/ha

は、効率的な都市経営と生活サービスの維持を可能にする最低限の人口密度として、都市計

画において広く参照される重要な指標となっています。 

 

■市街化区域内の人口密度の推移 

 
[出典：国土交通省 都市計画現況調査] 

 

■市街化区域と人口密度の分布（令和２年） 

 
[出典：国勢調査] 
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（３）都市機能 

○日常生活に必要な都市機能 （商業、医療、福祉等の生活サービス施設）を持続的に確保する

ためには、一定の人口規模と人口密度が必要といわれています。 

○本市の都市機能は、人口密度の高い市街地において高い集積がみられ、これらの市街地では、

概ね徒歩圏内で様々な生活サービス施設を利用することが可能な環境が整っています。 

○一方、人口減少に伴う人口密度の低下により、生活サービス施設の撤退などの問題が顕在化

し、生活利便性の低下につながることが懸念されます。 

 

■人口規模と都市機能の関係性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[出典：国土交通省資料を編集・加工] 

 

  

３千人 ５千人 １万人 ３万人 ５万人 １５万人… 

＜医療＞ 

          地区診療所      診療所   地区病院      中央病院 

＜医療＞ 

 

 

 

高齢者向け住宅 

訪問系サービス 

デイサービスセンター 

地域包括支援センター 

        老健・特養 

有料老人ホーム 

＜買い物＞ 

コンビニエンスストア    食品スーパー      商店街・百貨店等 

※人口規模と機能の対応は概ねの規模のイメージであり、具体的には条件等により差異が生じると考えられる。 

出典：都市再構築戦略検討委員会専門家プレゼンテーションより国土交通省作成 

周辺人口 

規模 

商業施設の商圏と施設規模 

商品の性質や業態の組み合わせ等で、商圏や立地戦略は様々 

※コンビニエンスストア 

大都市住宅地⇒商圏：半径 500m、周辺人口：3,000 人、流動脚 

その他の地域⇒商圏：半径２～３km（幹線道路沿いに立地）、周辺人口：3～4,000 人、流動客 

※食品スーパー（2～3,000 ㎡規模） ⇒周辺人口１～３万人 

※ドラッグストア（1,000～1,500 ㎡規模） ⇒周辺人口１～３万人 
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■都市機能と人口密度の分布（令和２年） 

 
[出典：国勢調査、施設は次頁参照] 
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■商業施設 (飲食料品や生鮮食料品を取扱う施設)の立地と徒歩圏域 

 
[出典：i タウンページ等(令和６年 11 月時点)] 
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■医療施設(病院及び身近な地域医療施設)の立地と徒歩圏域 

 
[出典：医療情報ネット(厚生労働省)(令和６年 11 月時点)] 
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■福祉施設(通所サービス等の福祉機能を有する施設)の立地と徒歩圏域 

 
[出典：介護サービス情報公表システム(厚生労働省)(令和６年 11 月時点)] 
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■子育て支援施設(子育てに必要なサービスを提供する施設)の立地と徒歩圏域 

 
[出典：三浦市ホームページ(令和６年 11 月時点)] 
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（４）都市交通 

○京浜急行久里浜線の２駅（三崎口駅及び三浦海岸駅）を有し、これらの鉄道駅を起点に路線

バスが運行されており、市街化区域内ではおおむねこれらの公共交通を徒歩圏内で利用する

ことが可能となっています。 

○バス路線は、運行頻度の高い路線が市街地内を運行しており、特に、三崎港～引橋～三崎口

～横須賀市域を結ぶ南北方向の路線バスは、平日１日片道あたり 90 本から 120 本以上の高

い頻度で運行されています。 

○このように、本市では利便性の高い公共交通ネットワークが形成されています。 

 

■公共交通ネットワーク 

 
[出典：京浜急行バスホームページより作成（令和６年 11 月時点）] 
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○市民の日常の移動手段は、通勤・通学目的では、公共交通（鉄道＋バス）の利用割合が約 27

～39％と高いものの、買物・通院などの私事目的では、同割合は約 13％に留まる一方、自動

車が約 56％と過半を占めています。 

○このように、日常の買物や通院など日常生活における移動において自動車への依存度が高い

ことから、今後も増加する高齢者などの交通弱者の移動を支えていくため、公共交通の持続

的な維持・確保が求められます。 

 

■代表交通手段分担率（平成 30 年） 

 

[出典：東京都市圏パーソントリップ調査] 

  

38.6％ 

26.5％ 

12.7％ 
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（５）土地利用 

○土地利用の現況は、市街化区域内は都市的土地利用が約 77％、市街化調整区域は自然的土地

利用が約 82％と、区域区分に応じたメリハリのある土地利用となっています。 

○本市の特徴として、生産緑地を含む市街地内農地が広く分布しており、市街化区域内におい

ても自然的土地利用が約 23％を占め、一次産業が盛んな点にあります。 

 

■区域区分別の土地利用現況（令和３年） 

 
※端数処理（四捨五入）により総数と内訳の計が一致しない場合があります。 

[出典：都市計画基礎調査] 

 

■土地利用現況図（令和３年） 

 

53.6

8.0

21.3

13.1

6.9

1.7

5.1

36.0

0.6

5.0

2.5

5.7

0.6

2.7

0.2

1.7

1.1

0.5

0.6

1.5

1.4

10.3

6.0

13.7

市街化調整区域

市街化区域

田畑 山林地 荒地等 住宅用地 商業用地 公益施設用地

運輸施設用地 工業用地 農業施設用地 公共空地 その他の空地 道路用地等

自然的土地利用 

22.8% 

都市的土地利用 

77.2% 

自然的土地利用 

81.8% 

都市的土地利用 

18.2% 

[出典：都市計画基礎調査]

(％) 
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（６）産業 

１）水産業（漁業） 

○水産業（漁業）就業者割合は県内１位で、水産

業（漁業）に従事する人が県内でも多く、漁獲

量でも県内１位となっていることから、水産

業（漁業）は本市の基幹産業であり、大きな強

みとなっています。 

○三崎漁港は、水産振興のために特に重要と位

置づけられた全国13カ所の特定第３種漁港の

１つで、漁獲高/漁獲量では 13 漁港中１位で

あり、ブランド力の高いマグロ類が主力とな

っています。 

○本市の強みである水産業（漁業）を中心に海が

持つ多様な価値や潜在能力を活用して、地域

の活性化を図る「海業」の取組が二町谷地区や

三崎漁港周辺等で進められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■漁港の現況 

[出典：都市計画マスタープラン] 

■水産業（漁業）就業者割合の県内比較 

[出典：令和２年国勢調査] 

■漁獲量の県内比較 

[出典：海面漁業生産統計調査(平成 30 年)] 

■特定第３種漁港の漁獲高／漁獲量 

[出典：（公社）全国漁港漁場協会（令和４年）より作成] 

順位 特定第 3 種漁港 漁獲量（ｔ） 
漁獲高 

（百万円） 

漁獲高/漁獲量 

(百万円/千ｔ) 
漁獲高ベスト 3 の魚種 

1 三崎漁港（三浦市） 17,880 21,191 1,185.18 マグロ類／キンメ／カジキ類 

2 塩釜漁港（塩釜市） 9,338 9,569 1,024.74 マグロ類／カツオ／サバ 

3 博多漁港（福岡市） 58,057 42,716 735.76 ブリ類／サバ類／アジ類 

4 下関漁港（下関市） 22,296 13,804 619.12 トラフグ／アジ類／カレイ類 

5 焼津漁港（焼津市） 118,699 50,388 424.50 マグロ類／カツオ／サバ 

6 八戸漁港（八戸市） 28,875 9,982 345.70 イワシ／イカ／スケトウダラ 

7 浜田漁港（浜田市） 10,183 3,495 343.22 アジ／赤ムツ／サバ 

8 長崎漁港（長崎市） 98,603 30,107 305.34 マアジ／ブリ／サバ類 

9 気仙沼漁港（気仙沼市） 45,967 13,818 300.61 カツオ／メカジキ／サンマ 

10 枕崎漁港（枕崎市） 68,531 16,403 239.35 マガツオ／マグロ類／サバ 

11 境漁港（境港市） 104,947 21,692 206.69 ベニズワイガニ／ブリ類／ズワイガニ 

12 石巻漁港（石巻市） 103,425 18,553 179.39 ギンザケ／サバ／マイワシ 

13 銚子漁港（銚子市） 237,028 22,848 96.39 サバ／マイワシ／マグロ類 

順位 自治体名 
A_総就業者

数(人) 

B_漁業 

就業者数

(人) 

漁業 

就業者割合 

（B/A） 

1 三浦市 19,391 261 1.35% 

2 真鶴町 3,076 34 1.11% 

3 葉山町 13,996 33 0.24% 

4 横須賀市 172,129 332 0.19% 

5 大磯町 14,330 17 0.12% 

6 湯河原町 10,554 12 0.11% 

7 鎌倉市 75,824 62 0.08% 

8 逗子市 24,940 20 0.08% 

9 二宮町 12,349 9 0.07% 

10 小田原市 88,058 55 0.06% 

順位 自治体名 漁獲量(t) 

1 三浦市 18,550 

2 横浜市 5,168 

3 横須賀市 4,898 

4 小田原市 1,137 

5 真鶴町 1,075 

6 湯河原町 462 

7 平塚市 269 

8 藤沢市 268 

9 二宮町 240 

10 大磯町 218 

11 鎌倉市 143 

12 茅ヶ崎市 89 

13 逗子市 62 

14 葉山町 25 
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２）農業 

○温暖な気候を活かした露地野菜の生産が盛んで、主要農作物はダイコン、キャベツとなって

います。 

○農林業就業者割合は県内１位で、農林業に従事する人が県内でも多く、農業産出額（野菜）

も首都圏１都３県（東京都、神奈川県、千葉県、埼玉県）で６位、県内では１位となってお

り、野菜の生産は本市の産業において大きな強みとなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

３）観光 

○多様性に富んだ海岸線を有する自然環境、それぞれのポイントからの特徴ある富士山の眺め、

畑の広がる景観が見られます。 

○城ヶ島は、ミシュラン・グリーンガイド・ジャポンで２つ星として紹介されています。 

○基幹産業である水産業（漁業）や農業を活かし、三崎や金田の朝市、 「うらりマルシェ」、市

内の農水産物の直売所のほか、飲食店等に多くの観光客が訪れています。また、市外の小売

店や飲食店でも「三浦ブランド」を打ち出した商品提供が行われており、市内外で本市の魅

力が発信されています。 

○三浦国際市民マラソン、チャッキラコ （ユネスコ無形文化遺産風流踊）、道寸祭り、三浦海岸

「桜まつり」等、年間を通して様々なイベントが行われています。 

○入込観光客数は、令和元年までは概ね増加基調で推移していました。コロナ禍には一時大幅

に減少しましたが、その後は増加しています。また、観光客の約９割が日帰り観光客となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

■入込観光客数の推移 

■農林業就業者割合の県内比較 ■農業産出額の他市比較 

[出典：令和２年国勢調査] [出典：令和 3～4 年関東農林水産統計年報] 

[出典：三浦市の統計、神奈川県入込観光客調査] 

順位 自治体名 
A_総就業者

数(人) 

B_農林業 

就業者数

(人) 

農林業 

就業者割合

（B/A） 

1 三浦市 19,391 1,833 9.5% 

2 中井町 4,497 336 7.5% 

3 山北町 4,903 290 5.9% 

4 清川村 1,317 53 4.0% 

5 大井町 8,298 286 3.4% 

6 湯河原町 10,554 298 2.8% 

7 南足柄市 19,326 526 2.7% 

8 松田町 5,322 131 2.5% 

9 小田原市 88,058 2,037 2.3% 

10 伊勢原市 46,751 1,022 2.2% 

1 都 3 県 

順位 
自治体名 

農業産出額 

(野菜) 

＜千万円＞ 

1 深谷市 1,987 

2 旭市 1,530 

3 銚子市 1,484 

4 富里市 1,209 

5 八街市 1,086 

6 三浦市 904 

7 山武市 865 

8 横浜市 758 

9 さいたま市 758 

10 本庄市 588 
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（７）災害 

○沿岸部の広い範囲が津波浸水想定区域に含まれており、また、市内の広い範囲において土砂

災害警戒区域等が分布しています。 

○近年、我が国では自然災害が激甚化・頻発化しているほか、南海トラフ地震は今後 30 年で

70～80％の確率で発生するとされており（注）、防災・減災対策の強化が求められています。 

（注）本計画における南海トラフ地震の発生確率は、神奈川県地域防災計画（地震災害対策計画）（令

和５年 11 月）に示されている 30 年以内 70～80％を用いています。政府の特別の機関である地

震調査研究推進本部の地震調査委員会が令和７年１月 15 日に公表した南海トラフ地震の発生

確率は、30 年以内 80％程度とされています。 

 

■津波浸水想定区域の分布 

【南海トラフ地震による津波】 

（発生確率：30 年以内で 70～80％） 

【最大クラスの津波（相模トラフ等）】 

（発生間隔：２～３千年あるいはそれ以上） 

 

 

 

 

[出典：神奈川県河港課] 
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■土砂災害警戒区域等の分布 

 

[出典：神奈川県砂防課] 
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（８）財政 

○歳入は概ね増加傾向にありますが、自主財源である 「地方税」（市税）は、平成 25 年度の約

62.9 億円から令和４年度の約 54.7 億円まで減少しています。 

○また、歳出 （令和４年度）の内訳は、「扶助費」が約 41.5 億円と最も多く、高齢化の進展に

伴い、平成 25 年度の約 33.1 億円から大幅に増加しています。 

○このような点において本市の財政は硬直化しており、今後の人口減少及び高齢化の進展に伴

い、更なる税収の減少と社会保障費等の財政支出の増大が懸念されます。 

 

■普通会計歳入の推移 

 
※端数処理（四捨五入）により総数と内訳の計が一致しない場合があります。 

■普通会計歳出の推移 

 
※端数処理（四捨五入）により総数と内訳の計が一致しない場合があります。 
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２．都市構造上の課題 
 

○本市の現状を踏まえ、本計画では以下の都市構造上の課題に対し、解決に向けた方向性や取

組を示していくことが必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）人口動向 

・人口減少及び 

高齢化が進展 

・特に市街地にお

いて進展が顕著 

 

[総人口] 

平成７年 ：54.2千人 

令和２年 ：42.1千人 

令和27年 ：26.2千人 

[老年人口割合] 

平成７年 ：15.1％ 

令和２年 ：41.0％ 

令和27年 ：54.6％ 
※平成７年は本市 

人口のピーク 

 

（２）人口密度 

・近い将来において市街地に

おける人口密度「40 人/ha」

を下回る懸念 

（３）都市機能 

・市街地に都市機能が集積す

る一方、市街地の人口密度低

下による生活サービス施設

の撤退等が懸念 

（４）都市交通 

・高いサービス水準の公共交

通ネットワークが形成され

ている一方、自動車への依存

度が高く、今後増大する高齢

者などの交通弱者の移動確

保が懸念 

○人口減少、超高齢化 

社会を見据えた 

まちづくりへの転換 

 

 

○市街地人口密度の維持

による生活サービス 

(都市機能や公共交通)

の持続的な確保 

 

 

○限られた財政下におけ

る効率的な都市経営 

（８）財政 

・人口減少及び高齢化の進展

に伴う更なる税収の減少、 

社会保障費等の増大 

○防災・減災対策の強化

による災害リスクへの

対応 

（７）災害 

・津波災害や土砂災害のリスクを有する 

・災害の激甚化・頻発化や南海トラフ地震等の発生が 

懸念 

（５）土地利用 

・区域区分に応じたメリハリある土地利用 

・市街化区域内にも農地が２割程度分布 ○本市の｢資産｣である 

水産業（漁業） ・農業・

観光等を活かした市街

地の形成 

三浦市の現状 都市構造上の課題 

（６）産業 

・基幹産業は水産業（漁業）、農業であり一次産業に強み 

・基幹産業を活かした観光資源も豊富 
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１．都市づくりの方針と誘導方針 
 

（１）都市づくりの方針と誘導方針 

○本市の都市構造上の課題を踏まえ、立地適正化計画が目指すべき「都市づくりの方針」と、

課題解決のために必要な「誘導方針」を定めます。 

 

１）都市づくりの方針 

○本計画の方向性を示す「都市づくりの方針」は、三浦市都市計画マスタープランで掲げる都

市づくりの基本理念（将来都市像）と同一とし、上位・関連計画と整合を図りながら、持続

可能な都市づくりを進めていきます。 

 

■三浦市都市計画マスタープランにおける「都市づくりの基本理念（将来都市像）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

将来都市像の実現に向けて 

・本市の緑や海等の豊かな自然環境、農業や水産業（漁業）等の基幹産業、これらにもとづく景

観、観光等は、地域の暮らしや経済活動を支える本市の大切な『資産』です。 

・これらの「資産」を守り活用することで、人々を惹きつけ、にぎわいのあるまちを実現します。 

・また、本格的な人口減少、少子高齢社会に対応するため、災害リスクが低く、利便性が高い場

所に居住や都市機能を誘導し、コンパクトで快適に移動ができるまちを実現します。 

・さらに、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の理念や脱炭素社会の実現等の社会的な目標も共有

するとともに、都市政策のあらゆる領域でＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の視点

を取り入れることにより、持続可能な都市づくりを推進します。 
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２）誘導方針 

○「都市機能誘導」、 「居住誘導」、 「公共交通」、「防災」の４つの枠組みにより誘導方針を設定

し、将来にわたり持続可能な都市の形成を目指します。 

 

①都市機能誘導 

拠点の特性を踏まえた都市機能の誘導・集積 
 

○本市の拠点には、市役所や交流施設が集まる市の中心的な役割を担う拠点、市場や漁港など

産業施設やそれらを活かした観光により賑わいがある拠点、鉄道駅の周辺など本市の玄関口

となる拠点など、地域によって様々な役割があります。 

○そのため、スーパーマーケットや病院など地域の生活に必要である基幹的な都市機能に加え、

観光案内所や市場など、拠点の特性を踏まえた都市機能の誘導を図ります。 

②居住誘導 

人口減少、少子高齢化を見据えた居住誘導 
 

○今後、人口の更なる減少が想定されており、このまま人口減少が進むと、一定の人口集積に

よって成立している生活サービス施設の撤退が懸念されます。 

○そのため、市街地における人口の維持に向けて、都市機能が集積するエリアや公共交通の利

便性が高いエリアなどに緩やかな居住誘導を図り、生活利便性の持続的な確保を図ります。 

③公共交通 

利便性の高い公共交通ネットワークの維持・充実 
 

○人口減少、少子高齢化によるバス需要の低下や運転手不足、自動車に依存したライフスタイ

ルの浸透などに伴い、バスのサービス水準の低下が懸念されます。今後も増加する高齢者な

どの交通弱者の日常の移動を支えていくためには、公共交通サービスの持続的な維持・確保

を図る必要があります。 

○そのため、公共交通沿線へ居住誘導による人口集積を図りながら公共交通の利用を促進し、

利便性の高い公共交通ネットワークの維持・充実を図ります。 

④防災 

本市の特性を考慮した災害リスクを踏まえたまちづくり 
 

○沿岸部の広い範囲において、津波や高潮による浸水リスクを有しており、また、地形的な特

徴により、土砂災害のリスクを有する箇所が市内に広く分布しています。 

○災害リスクが高いエリアは、居住を誘導しないことを基本としていますが、沿岸部には本市

の基幹産業である水産業 （漁業）を支える市街地が形成されていることなどから、一定の災

害リスクを許容しつつ、土地利用を図る必要があります。 

○そのため、災害のリスクを的確に把握し、リスクを低減するためのハード・ソフト両面から

防災・減災対策に取り組み、災害リスクを踏まえた安全・安心なまちづくりを進めます。 
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２．都市の骨格構造 
 

（１）基本的な考え方 

○「立地適正化計画の手引き」の考え方を踏まえ、都市の骨格構造では、都市機能や居住が集

積し、市民や来訪者に各種サービスを提供する「拠点」と基幹的な公共交通の「軸」を定め

ます。 

○また、誘導方針を具体化するために、本市が目指すべき都市の骨格構造は、三浦市都市計画

マスタープランにおける将来都市構造を基本とします。 

 

 

【拠点や軸の考え方】 

 ■各拠点地区のイメージ 

拠点類型 地区の特性 設置すべき場所の例 地区例 

中心拠点  市町村域各所からの

公共交通アクセス性

に優れ、住民に行政中

枢機能、総合病院、相

当程度の商業集積等

の高次の都市機能を

提供する拠点 

 特に人口が集積する地区 

 各種の都市機能が集積する

地区 

 サービス水準の高い基幹的

な公共交通の結節点として

市内各所から基幹的公共交

通等を介して容易にアクセ

ス可能な地区 

 各種の都市基盤が整備され

た地区 

 中心市街地活性化

基本計画の中心市

街地 

 市役所や市の中心

となる鉄軌道駅の

周辺 

 業務・商業機能等が

集積している地区 

地域・ 

生活拠点 

 地域の中心として、地

域住民に、行政支所機

能、診療所、食品スー

パー等､主として日常

的な生活サービスを

提供する拠点 

 周辺地域に比して人口の集

積度合いが高い地区 

 日常的な生活サービスの提

供施設等が集積する地区 

 徒歩、自転車又は端末公共

交通手段を介して、周辺地

域から容易にアクセス可能

な地区 

 周辺地域に比して都市基盤

の整備が進んでいる地区 

 行政支所や地域の

中心となる鉄道駅、

バス停の周辺 

 近隣商業地域など

小売機能等が一定

程度集積している

地区 

 合併町村の旧庁舎

周辺地区 

■基幹的な公共交通軸のイメージ 

公共交通軸の特性 設置すべき場所の例 

 中心拠点や地域・生活拠点等の居住

を誘導すべき地域を結ぶ都市軸で、

将来にわたり一定水準以上のサー

ビスで運行する公共交通 

 一定水準以上のサービスで運行する路線であり、一

定の沿線人口密度があり、かつ公共交通政策でも主

要路線として位置づけられるなど、サービス水準の

持続性が確保されると見込まれる路線 

 中心拠点と地域・生活拠点、各拠点と居住を誘導す

べき地域とを結ぶ路線 

 デマンド交通の拠点周辺 

 

立地適正化計画の手引き（国土交通省） 
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（２）拠点の設定 

○都市計画マスタープランの将来都市構造において、商業・医療・福祉等の都市機能が集まる

拠点として 「都市核」を定めています。本計画において目指すべき都市の骨格構造もこの考

え方を踏襲し、都市機能の誘導・集積を図る「拠点」は都市核を基本に設定します。 

 

■都市計画マスタープランにおける将来都市構造図 
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○都市核は、その特性・役割に応じて、 「中心核」、 「地域交流核」、「産業・地域交流核」に分類

されています。本計画では、これらの都市核のうち、「中心核」を高次な都市機能を提供する

「中心拠点」に、「地域交流核」を地域の中心として日常的な生活サービスを提供する「地

域 ・生活拠点」に再定義するとともに、 「産業・地域交流核」及びその周辺を本市の基幹産業

や観光を牽引し文化・交流機能や観光サービスを提供する 「産業交流拠点」に設定し、各拠

点の特色に応じた都市機能の誘導・集積を図ります。 

 

■立地適正化計画における拠点の設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■地域・生活拠点 

・市内３地域（三崎地域、南下浦地域、初声地域）

の中心として、地域住民に、商業・医療・福祉・

子育て支援等、主として日常的な生活サービス

を提供する拠点 

・三崎地域は、産業・地域交流核を中心に拠点を

設定し、南下浦地域は、三浦海岸交流核に、初

声地域は、下宮田交流核に拠点を設定 

■地域交流核 

・地域の中心として定住・交流を支える機能が

集まる代表的な市街地 

■中心核（引橋周辺） 

・市役所等の行政機能、市民交流拠点としての

文化・レクリエーション機能、市民の生活を

支える商業・サービス機能など、本市の顔と

なる中心的な市街地にふさわしい多様な都市

機能が集積した市街地 

■三浦海岸交流核（三浦海岸駅周辺）  

・南下浦地域の日常生活や地域交流を支える

商業・医療・福祉等の都市機能、本市の玄

関口の一つである三浦海岸駅を中心とし

た商業・業務機能、本市の資産を活かした

観光振興や観光客との交流を支える機能

等が集積した地域交流核 

■下宮田交流核（潮風アリーナ周辺） 

・潮風アリーナや市民センターなど、初声地

域の日常生活や地域交流を支える商業・医

療・福祉等の都市機能が集積した地域交流

核 

■三崎口交流核（三崎口駅周辺） 

・本市の玄関口であり地域内交通の結節点で

ある三崎口駅を中心とした商業・業務機

能、駅利用者のための生活利便機能、本市

の資産を活かした観光振興や観光客との

交流を支える機能など、本市の玄関口にふ

さわしい機能が集積した地域交流核 

■産業・地域交流核（三崎下町・三崎港周辺） 

・三崎地域の日常生活や地域交流を支える商

業・医療・福祉等の都市機能、三崎漁港を中

心とした水産業や関連産業の業務機能、本市

の資産を活かした観光振興や観光客との交流

を支える機能等が集積した市街地 

■中心拠点 

・本市の玄関口及び交通結節点であり、市内各所

からの公共交通アクセス性に優れ、市民や来訪

者に行政中枢機能、商業・サービス機能や文化・

交流機能等の高次な都市機能を提供する拠点 

・中心核及び三崎口交流核を一体で捉え、本市の

中核となる拠点を設定 

■産業交流拠点 

・本市の基幹産業や観光を牽引し、

市民や来訪者に交流機能や観光サ

ービスを提供する拠点 

・産業・地域交流核を中心に設定 

都市計画マスタープランにおける都市核の分類 立地適正化計画における拠点の設定 



第２章 目指す将来の姿 

 

33 

序 

章 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

第
６
章 

第
７
章 

（３）軸の設定 

○地域間の交流・連携強化、快適な移動環境の確保を担う軸として、鉄道・バスの公共交通路

線を維持し、誰もが安心して移動できる環境・手段の確保を図る軸を設定します。 

○各拠点、居住を誘導すべき地域を結ぶ都市軸として、将来にわたり一定以上のサービス水準

を確保する公共交通機関が運行する鉄道・路線バスを位置付けます。 

 

■公共交通網 
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（４）都市の骨格構造 

○以上の内容を踏まえ、本計画で目指すべき都市の骨格構造を以下のとおり定めます。 

 

■都市の骨格構造 
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 第３章  
 

都市機能誘導区域 

及び誘導施設 
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１．都市機能誘導区域及び誘導施設の設定方針 
 

（１）都市機能誘導区域及び誘導施設の基本的な考え方 

○都市機能誘導区域は、原則として居住誘導区域内に設定し、医療・福祉・商業等の都市機能

を都市の中心拠点や生活拠点に誘導し集約することにより、これらの各種サービスの効率的

な提供が図られるように定める区域です。 

○また、誘導施設は、都市機能誘導区域ごとに立地を誘導すべき都市機能増進施設を設定する

ものであり、当該区域及び都市全体における施設の充足状況や配置を勘案し、必要な施設を

定めるものです。 

○都市機能誘導区域及び誘導施設の設定にあたっては、「立地適正化計画の手引き」に示されて

いる以下の考え方に留意して検討します。 

 

 

 

【都市機能誘導区域及び誘導施設の検討の基本的な考え方】 

 都市全体を見渡し、鉄道駅に近い業務、商業等が集積する地域等、都市機能が一定程度

充実している区域や、周辺からの公共交通によるアクセスの利便性が高い区域等、都市の

拠点となるべき区域を設定します。 

 都市機能誘導区域は、区域内の人口や経済活動のほか、公共交通へのアクセス等を勘案

して、市町村の中心部のみならず、例えば合併前旧町村の中心部や歴史的に地区の拠点と

しての役割を担ってきた生活拠点等、地域の実情や市街地形成の成り立ちに応じて必要な

数を定め、それぞれの都市機能誘導区域に必要な誘導施設を定めることが望ましいです。 

 また、誘導施設の設定にあたっては、福祉部局、商業部局等の関係部局と調整を図った

上で設定することが望ましいです。 

 

【都市機能誘導区域の望ましい区域像】 

都市機能誘導区域は、以下のような条件を満たす区域での設定が望まれます。 

○各拠点地区の中心となる鉄道駅、バス停や公共施設から徒歩、自転車で容易に回遊する

ことが可能で、かつ、公共交通施設、都市機能施設、公共施設の配置、土地利用の実態

等に照らし、地域としての一体性を有している区域 

○主要駅や役場等が位置する中心拠点の周辺の区域に加え、合併前の旧市町村の役場が位

置していた地区等、従来から生活拠点となる都市機能が存在し中心拠点と交通網で結ば

れた地域拠点の周辺の区域 

 

 

 

  

立地適正化計画の手引き（国土交通省） 



第３章 都市機能誘導区域及び誘導施設 

 

37 

序 

章 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

第
６
章 

第
７
章 

（２）都市機能誘導区域の設定方針 

○都市機能誘導区域の基本的な考え方を踏まえ、第２章の「２.都市の骨格構造」で定めた各拠

点に都市機能誘導区域を設定します。 

 

■都市機能誘導区域を設定する拠点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都市機能誘導区域 

を設定する拠点 
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（３）誘導施設の設定方針 

○誘導施設とは、「都市機能誘導区域ごとに立地を誘導すべき都市機能増進施設を設定」するも

のとして、都市再生特別措置法第 81 条第２項第３号に規定されています。 

○「立地適正化計画の手引き」では、拠点毎に想定される誘導施設が以下のとおり例示されて

います。 

○これらを踏まえながら、本市では、都市機能誘導区域を設定する３つの拠点（中心拠点、地

域・生活拠点、産業交流拠点）の類型に応じた誘導施設の設定方針を定めます。 

○誘導施設は、居住者の共同の福祉や利便のため必要な施設と規定されていますが、本市では、

水産業（漁業）や観光業などの生業が市民の暮らしと密接に結びついているため、産業関連

施設を『誘導施設に準ずる施設』として定めます。 

 

 

【拠点毎に想定される誘導施設の例示】 

拠点類型 中心拠点 地域・生活拠点 

行政機能 

■中枢的な行政機能 

例．本庁舎 

■日常生活を営む上で必要となる行政

窓口機能等 

例．支所、福祉事務所等の各地域事務所 

介護福祉 

機能 

■市町村全域の住民を対象とした高齢

者福祉の指導・相談の窓口や活動の拠

点となる機能 

例．総合福祉センター 

■高齢者の自立した生活を支え、又は

日々の介護、見守り等のサービスを受

けることができる機能 

例．地域包括支援センター、在宅系介護

施設、コミュニティサロン 等 

子育て機能 

■市町村全域の住民を対象とした児童

福祉に関する指導･相談の窓口や活動

の拠点となる機能 

例．子育て総合支援センター 

■子どもを持つ世代が日々の子育てに

必要なサービスを受けることができ

る機能 

例．保育所、こども園、児童クラブ、子

育て支援センター、児童館 等 

商業機能 

■時間消費型のショッピングニーズ等、

様々なニーズに対応した買い物、食事

を提供する機能 

例．相当規模の商業集積 

■日々の生活に必要な生鮮品、日用品等

の買い回りができる機能 

例．延床面積●㎡以上の食品スーパー 

医療機能 

■総合的な医療サービス（二次医療）を

受けることができる機能 

例．病院 

■日常的な診療を受けることができる

機能 

例．延床面積●㎡以上の診療所 

金融機能 

■決済や融資等の金融機能を提供する

機能 

例．銀行、信用金庫 

■日々の引き出し、預け入れなどができ

る機能 

例．郵便局 

教育・文化 

機能 

■住民全体を対象とした教育文化サー

ビスの拠点となる機能 

例．文化ホール、中央図書館 

■地域における教育文化活動を支える

拠点となる機能 

例．図書館支所、社会教育センター 

※どのような機能が必要であるかは、それぞれの都市において検討が必要ですが、参考までに地方中核

都市クラスの都市において拠点類型ごとに想定される各種機能のイメージを提示しています。 

 

  

立地適正化計画の手引き（国土交通省） 
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１）中心拠点における誘導施設の設定方針 

○中心拠点は、高次な都市機能を提供する拠点であるため、全市的に利用される広域的な都市

機能を誘導施設として設定します。 

○また、多くの来訪者が訪れる本市の玄関口である三崎口駅を含むことから、観光振興に資す

る都市機能を誘導施設に準ずる施設として設定します。 

 

２）地域・生活拠点における誘導施設の設定方針 

○地域・生活拠点は、地域の中心として、日常的な生活サービスを提供する拠点であるため、

日常生活や交流を支える多様な都市機能を誘導施設に設定します。 

○また、南下浦の地域・生活拠点には、多くの来訪者が訪れる本市の玄関口である三浦海岸駅

を含むことから、観光振興に資する都市機能を誘導施設に準ずる施設として設定します。 

 

３）産業交流拠点における誘導施設の設定方針 

○産業交流拠点は、本市の基幹産業や観光を牽引し、交流機能や観光サービスを提供する拠点

であるため、産業や観光の振興に資する都市機能を誘導施設に準ずる施設として設定します。 
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■類型別の誘導施設一覧 
 

機能 施設 

拠点の類型 

中心拠点 
地域・生活拠点 産業交流拠点 

南下浦 初声 三崎 三崎 

行 政 市役所 ●     

子育て 保育所、幼稚園、認定こども園  ● ● ●  

商 業 スーパーマーケット ● ● ● ●  

医 療 
診療所（内科、外科、耳鼻咽喉科、 

小児科、産婦人科） 
 ● ● ●  

金 融 銀行、信用金庫、郵便局 ● ● ● ●  

文 化 

・ 

交 流 

図書館 ●     

図書館分館  ● ●   

地域交流センター ●     

市民センター  ● ● ●  

総合体育館   ●   

市民ホール    ●  

産 業 

観光振興施設 ▲ ▲   ▲ 

宿泊施設 ▲ ▲   ▲ 

海業振興施設     ▲ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

誘 導 

・都市機能誘導区域内やその

近辺に立地しておらず、新

たに誘導を図るもの 
 

補 完 

・都市機能誘導区域外である

が、当該区域の近辺に立地

しており、将来的な建替え

の際に都市機能誘導区域内

への立地を誘導するもの 

都市機能誘導区域 

拠点中心 
（駅 or バス停） 

拠点中心から徒歩圏 
（駅 500～800m 圏、バス停 300m 圏が目安） 

都市機能誘導区域 

拠点中心 
（駅 or バス停） 

拠点中心から徒歩圏 
（駅 500～800m 圏、バス停 300m 圏が目安） 

都市機能誘導区域 

●＝誘導施設に設定 

（都市再生特別措置法第 81 条第２項第３号） 

▲＝誘導施設に準ずる施設に設定 

・拠点毎に誘導施設を設定する際には、

都市機能誘導区域内や区域周辺の施

設立地状況を踏まえて、以下のとおり

分類します。 

※誘導施設を「スーパーマーケット」とした場合の誘導施設の分類イメージ 

全市的に利用される 

広域的な都市機能 

玄関口として必

要な都市機能 

日常生活や交流

を支える多様な

都市機能 

玄関口として必

要な都市機能 

本市の基幹

産業や観光

を牽引する

都市機能 

拠点中心 
（駅 or バス停） 

拠点中心から徒歩圏 
（駅 500～800m 圏、バス停 300m 圏が目安） 

維 持 

・都市機能誘導区域内に既に

立地しており、今後も維持

を図るもの 
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■誘導施設の定義 

機能 施設 定義 

行 政 市役所 ・地方自治法第４条第１項に規定する施設 

子育て 保育所、幼稚園、認定こども園 

・児童福祉法第39条第１項に規定する保育所 

・学校教育法第１条に規定する幼稚園 

・就学前の子どもに関する教育、保育等の総合的な提

供の推進に関する法律第２条第６項に規定する認定

こども園 

商 業 スーパーマーケット 

・小売店舗のうち、生活に必要な飲食料品や生鮮食料

品を取り扱う延べ面積700㎡を超える店舗（ドラッグ

ストアを除く） 

医 療 
診療所（内科、外科、耳鼻咽喉科、

小児科、産婦人科） 

・医療法第１条の５第２項に規定する診療所のうち、

内科・外科 ・耳鼻咽喉科・小児科・産婦人科のいずれ

かを診療科目とする施設 

金 融 銀行、信用金庫、郵便局 

・銀行法第２条に規定する銀行 

・信用金庫法に基づく信用金庫 

・日本郵便株式会社法第２条第４項に規定する郵便局 

・農業協同組合法に基づく金融機関 

文 化 

・ 

交 流 

図書館 
・図書館法第２条第１項に規定する図書館 

・三浦市図書館設置条例に規定する施設 
図書館分館 

地域交流センター 
・三浦市民交流センター条例に規定する施設 

・市民交流拠点整備事業において整備する交流施設 

市民センター 

・三浦市南下浦コミュニティセンター条例に規定する

施設 

・三浦市公民館条例に規定する施設 

・三浦市勤労市民センター条例に規定する施設 

総合体育館 ・三浦市体育館条例に規定する施設 

市民ホール ・三浦市民ホール条例に規定する施設 

 

■誘導施設に準ずる施設の定義 

機能 施設 定義 

産 業 

観光振興施設 

・三浦市観光インフォメーションセンター設置規則に

規定する施設 

・観光客と地域住民との交流のための施設 

・商業施設と一体的に整備・運営される文化・交流・情

報発信・創業支援機能等を有する施設 

宿泊施設 

・旅館業法第２条第２項に規定する旅館ホテル（市内

の観光等をけん引する宿泊施設） 

・集会機能を有する旅館・ホテル 

海業振興施設 

・卸売市場法第２条に規定する施設 

・三浦市三崎水産物地方卸売市場条例に規定する施設 

・漁港施設等活用事業制度により整備する施設 
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２．都市機能誘導区域及び誘導施設の設定 
 

（１）中心拠点 

１）拠点の特性 

①現状特性 
【引橋周辺】 

○引橋周辺は、本市の中心部に位置し、下宮田・入江方面や三浦海岸方面とつながる国道 134

号、三崎・城ヶ島方面へつながる県道 26 号が配置されており、多方面へアクセスしやすい交

通利便性が高い地域です。 

○また、市の中心部にふさわしい市民交流拠点の形成を目指して市庁舎を含む公共施設と民間

施設の整備を行う市民交流拠点整備事業の取組が進められています。 

【三崎口駅周辺】 

○三崎口駅周辺は、本市の玄関口となる京浜急行久里浜線の三崎口駅があり、駅前には複数の

路線バスが乗り入れています。そのため、鉄道、バス等の交通結節点として、通勤・通学や

観光など駅を利用する多くの人が訪れる交通利便性が高い地域です。 

○一方、三崎口駅周辺においては商業・業務機能等の集積が十分ではない状況にあります。 

 

②都市づくりの方針 
○都市計画マスタープランの「地域交流ゾーンの方針」において、以下のとおり示しています。 

 
 

・三崎口駅～引橋周辺は、広域交通・地域内交通の結節点として、本市の中心核に相応しい土地

利用が図られるよう、商業・サービス機能等の誘導を進め、広域・地域交流機能を備えた中心

的な市街地の形成を目指します。 

・都市計画道路西海岸線の未整備区間は、市内外との連携を促進する本市の骨格的な交通軸とし

て整備推進を図ります。 

広域・地域交流機能を備えた中心拠点となるまち 
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２）都市機能誘導区域及び誘導施設の設定 

○拠点の類型や拠点の特性を踏まえ、以下のとおり都市機能誘導区域及び誘導施設を設定します。 

 

①都市機能誘導区域 
【引橋周辺】 

○市民交流拠点整備事業に取り組み、公共的機能や商業・サービス機能、文化・レクリエーシ

ョン機能等の誘導を進めている 「引橋地区地区計画」の指定区域及び「引橋地区都市再生整

備計画」の区域に設定します。 

【三崎口駅周辺】 

○商業・業務機能等の立地が可能な近隣商業地域の指定区域に設定します。 

○なお、当該区域は、商業・業務機能等の誘導を図ることを目標としている「三崎口駅東地区

地区計画」の指定区域と合致しており、地区計画と整合を図りながら土地利用の誘導を進め

ます。 

 

②誘導施設 
○中心拠点に求められる 「全市的に利用される広域的な都市機能」を誘導施設に、 「本市の玄関

口（交通結節点）として必要な都市機能」を誘導施設に準ずる施設に設定します。 

 

■誘導施設の設定  

機能 誘導施設 分類 

行 政 市役所 誘 導 

子育て － － 

商 業 スーパーマーケット 維 持 

医 療 － － 

金 融 銀行、信用金庫、郵便局 維 持 

文 化 

・ 

交 流 

図書館 誘 導 

地域交流センター 維 持 

 

■誘導施設に準ずる施設の設定 

機能 誘導施設に準ずる施設 分類 

産 業 
観光振興施設 維 持 

宿泊施設 誘 導 
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■都市機能誘導区域の設定 

 

  

三浦市民交流センター 

地域包括支援センターリンク（南下浦地区、初声地区） 

地域包括支援センターおまかせ（三崎地区） 

都市機能誘導区域(引橋周辺) 

都市機能誘導区域(三崎口駅周辺) 

三崎口駅前 

観光案内所 

都市機能誘導区域面積：9.1ha 

引橋バス停 

引橋バス停 
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（２）地域・生活拠点【南下浦】 

１）拠点の特性 

①現状特性 
○本拠点は、本市の北東部に位置し、本市の玄関口の一つである京浜急行久里浜線の三浦海岸

駅、横須賀方面につながる国道 134 号が配置されており、交通利便性の高い地域です。 

○三浦海岸駅周辺は、南下浦コミュニティセンターと子育て世代向けの賃貸住宅との複合施設

をはじめ、住宅や商店、飲食店、金融機関等の生活利便施設や公共施設等が数多く立地して

います。 

○観光面では、三浦海岸では広がる砂浜や海岸線、冬季の「大根干し」の景観がみられます。

また、日本で唯一のホノルルマラソン姉妹レースの三浦国際市民マラソンや桜まつりが開催

されるなど、多くの観光客が訪れており、宿泊施設も有する観光拠点となっています。 

 

②都市づくりの方針 
○都市計画マスタープランの 「地域交流ゾーンの方針」において、以下のとおり示しています。 

 
 

・三浦海岸駅周辺は、駅を中心とした商業・サービス機能、良好な住宅地や生活利便施設、 

観光客に向けた情報発信機能や海洋リゾート・レクリエーション機能の充実を図り、交流

と生活の拠点となる市街地の形成を目指します。 

・海に近く津波や高潮等への対策が必要であることから、防災・減災対策を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

交流と生活の拠点となる海浜のまち 
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２）都市機能誘導区域及び誘導施設の設定 

○拠点の類型や拠点の特性を踏まえ、以下のとおり都市機能誘導区域及び誘導施設を設定します。 

 

①都市機能誘導区域 
○様々な用途の都市機能の立地が可能な「近隣商業地域」を中心に設定します。 

○また、駅利用者や駅北側居住者等の生活利便性を持続的に維持・確保していく視点から、駅

北側の商業施設が立地する隣接街区を含めて設定します。 

 

②誘導施設 
○南下浦地域の地域 ・生活拠点として求められる 「生活圏の日常生活を支える多様な都市機能」

を誘導施設に設定します。 

○また、観光の玄関口や海洋リゾート機能等の複合地という本拠点の特性を踏まえ、「観光振興

施設」を誘導施設に準ずる施設として設定します。 

 

■誘導施設の設定  

機能 誘導施設 分類 

行 政 － － 

子育て 保育所、幼稚園、認定こども園 補 完 

商 業 スーパーマーケット 維 持 

医 療 診療所（内科、外科、耳鼻咽喉科、小児科、産婦人科） 維 持 

金 融 銀行、信用金庫、郵便局 維 持 

文 化 

・ 

交 流 

図書館分館 維 持 

市民センター 維 持 

 

■誘導施設に準ずる施設の設定 

機能 誘導施設に準ずる施設 分類 

産 業 
観光振興施設 維 持 

宿泊施設 補 完 

 

 

 

 

  



第３章 都市機能誘導区域及び誘導施設 

 

47 

序 

章 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

第
６
章 

第
７
章 

 

■都市機能誘導区域の設定 

 

  

上宮田小羊保育園 

（子育て支援センター併設） 

南下浦コミュニティセンター 

図書館南下浦分館 

都市機能誘導区域 

都市機能誘導区域面積：11.3ha 

駅 500m 圏 

放課後児童クラブたんぽぽ 

三崎海岸駅前観光案内所 

三浦市観光 

インフォメーションセンター 

マホロバ・マインズ三浦 
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（３）地域・生活拠点【初声】 

１）拠点の特性 

①現状特性 
○本拠点は、本市の北西部に位置し、国道 134 号により横須賀方面とつながり、三浦縦貫道路

から本市の南部に向かうための経路上にあります。また、三崎口駅から本拠点へのバス交通

が充実していることから、交通利便性の高い地域です。 

○また、国道 134 号沿道には、宮田バス停の徒歩圏を中心に、潮風アリーナなどの公共施設や

大型商業施設が立地しており、多くの市民や周辺市町の方々にも利用されています。 

 

②都市づくりの方針 
○都市計画マスタープランの「地域交流ゾーンの方針」において、以下のとおり示しています。 

 
 

・下宮田・入江周辺は、道路沿道の立地条件を活かして地域住民の日常生活や市内外におけ

る地域間の交流を支える商業・サービス機能の維持・充実を図りながら、幅広い交流機能

を備えた市街地形成及び豊かな自然と調和したゆとりのある良好な住宅地の形成を目指し

ます。 

・海に近く津波や高潮等への対策が必要であることから、防災・減災対策を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

地域の日常生活や地域間の交流を支えるまち 
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２）都市機能誘導区域及び誘導施設の設定 

○拠点の類型や拠点の特性を踏まえ、以下のとおり都市機能誘導区域及び誘導施設を設定します。 

 

①都市機能誘導区域 
○宮田バス停の徒歩圏を中心とした、大規模商業施設が集積するエリアに設定します。 

○なお、宮田バス停の徒歩圏には、初声市民センター、図書館初声分館、三浦市総合体育館 （潮

風アリーナ）等の公共施設が市街化調整区域に集積しており、これらと一体で拠点的な市街

地を形成します。 

 

②誘導施設 
○初声地域の地域・生活拠点として求められる「生活圏の日常生活を支える多様な都市機能」

を誘導施設に設定します。 

○また、市民の健康増進、レクリエーションや交流の場となっている公共施設を有する本拠点

の特性を踏まえ、「総合体育館」を誘導施設として設定します。 

 

■誘導施設の設定  

機能 誘導施設 分類 

行 政 － － 

子育て 保育所、幼稚園等 誘 導 

商 業 スーパーマーケット 維 持 

医 療 診療所（内科、外科、耳鼻咽喉科、小児科、産婦人科） 維 持 

金 融 銀行、信用金庫、郵便局 補 完 

文 化 

・ 

交 流 

図書館分館 補 完 

市民センター 補 完 

総合体育館 補 完 

産 業 － － 
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■都市機能誘導区域の設定 

 

  

初声郵便局 

宮田バス停 

図書館初声分館 

初声市民センター 

三浦市総合体育館 

（潮風アリーナ） 

都市機能誘導区域面積：5.4ha 

バス停 300m 圏 放課後児童クラブ

ひまわり 都市機能誘導区域 
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（４）地域・生活拠点 兼 産業交流拠点【三崎】 

１）拠点の特性 

①現状特性 
○本拠点は、本市の南西部に位置し、三崎下町、三崎港、城山地区、城ヶ島があります。 

○県道 26 号により三崎口駅方面に、都市計画道路西海岸線により油壺方面に、県道 215 号に

より三浦海岸方面につながっていますが、県道 26 号への依存度が高く、土日祝日等には交

通渋滞が発生しています。 

○三崎口駅方面から本拠点にはバス交通が充実しています。 

○三崎下町の三崎漁港周辺は、水産業（漁業）の拠点である市場や関連する流通・加工施設、

観光客向けの飲食店等の商業施設、住宅等が立地しており、昭和風情のある建築物等の「み

なとまち」を感じる景観などが形成されています。 

○また、三崎漁港グランドデザインに基づき、うらりマルシェの改修や事業用地の活用など、

交流人口及び関係人口の増加を目指した計画が進められており、海の持つ多様な価値を活か

した海業の取組が展開されています。 

○城山地区は、庁舎移転後の跡地において、観光の活性化に資する土地利用転換が検討されて

います。 

○城ヶ島は、馬の背洞門や海を見渡し雄大な景観が広がる県立城ケ島公園の豊かな自然環境が

あり、ミシュラン・グリーン・ジャポンの２つ星を獲得するなど国内外で注目されています。 

○城ヶ島の西側では、国家戦略特区を活用した観光客向けの宿泊施設や道路、公園等の都市基

盤の整備が進められています。 
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②都市づくりの方針 
○都市計画マスタープランの「地域交流ゾーンの方針」において、以下のとおり示しています。 

 
 

・三崎下町・二町谷・城ヶ島周辺は、豊かな自然環境、活力ある基幹産業、景観、食の魅力、

観光等の本市の資産を活かし、地域住民や観光客向けの商業・サービス機能の充実を図り、

海業振興の中心となるにぎわいと魅力あふれる市街地の形成を目指します。 

・海に近く津波や高潮等への対策が必要であることから、防災・減災対策を進めます。 

 

 

 

  

「みなとまち」の風情と活気ある交流の拠点となるまち 



第３章 都市機能誘導区域及び誘導施設 

 

53 

序 

章 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

第
６
章 

第
７
章 

２）都市機能誘導区域及び誘導施設の設定 

○拠点の類型や拠点の特性を踏まえ、以下のとおり都市機能誘導区域及び誘導施設を設定します。 

 

①都市機能誘導区域 
【三崎下町/三崎港】 

○海業振興を図るエリアや商店街が形成されている「商業地域」の指定区域に設定します。 

【城山地区】 

○旧三崎中学校跡地等城山地区事業用地を活用し、観光拠点の形成を図るエリアに設定します。 

【城ヶ島】 

○観光拠点の形成を図る「城ヶ島西部地区地区計画」の指定区域及び「城ヶ島西部地区都市再

生整備計画」の区域に設定します。 

 

②誘導施設 
○三崎地域の地域 ・生活拠点に求められる 「生活圏の日常生活を支える多様な都市機能」を誘

導施設に設定します。 

○また、産業交流拠点に求められる 「本市の基幹産業や観光を牽引する都市機能」を誘導施設

に準ずる施設に設定します。 

 

■誘導施設の設定  

機能 誘導施設 分類 

行 政 － － 

子育て 保育所、幼稚園、認定こども園 補 完 

商 業 スーパーマーケット 補 完 

医 療 診療所（内科、外科、耳鼻咽喉科、小児科、産婦人科） 補 完 

金 融 銀行、信用金庫、郵便局 維 持 

文 化 

・ 

交 流 

市民センター（勤労市民センター） 補 完 

市民ホール 維 持 

 

■誘導施設に準ずる施設の設定 

機能 誘導施設に準ずる施設 分類 

産 業 

観光振興施設 維 持 

観光振興施設 誘 導 

宿泊施設 誘 導 

海業振興施設 維 持 
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■都市機能誘導区域の設定 

 

  

三崎二葉保育園 三崎東岡バス停 

三崎港バス停 

旧三崎中学校跡地等 

城山地区事業用地 

城ヶ島バス停 

バス停 

300m 圏 

バス停 

300m 圏 

都市機能誘導区域面積：29.4ha 

勤労市民センター 

三崎水産物地方卸売市場 

新海業ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 

の事業用地 

都市機能誘導区域 

(三崎下町/三崎港/城山地区) 

都市機能誘導区域(城ヶ島) 

うらりマルシェ 

（産直施設） 

三浦市民ホール 
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（５）都市機能誘導区域及び誘導施設の設定（まとめ） 

○各拠点の都市機能誘導区域及び誘導施設の設定は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

順「じゅ 

 

 

 

■地域・生活拠点 

【南下浦】 

 《誘導施設》 

子育て 保育所、幼稚園等 

商 業 スーパーマーケット 

医 療 診療所(内科､外科等) 

金 融 銀行、信用金庫、郵便局 

文 化 

交 流 

図書館分館 

市民センター 

 《誘導施設に準ずる施設》 

産 業 
観光振興施設 

宿泊施設 

■地域・生活拠点 
【初声】 

 《誘導施設》 

子育て 保育所、幼稚園等 

商 業 スーパーマーケット 

医 療 診療所(内科､外科等) 

金 融 銀行、信用金庫、郵便局 

文 化 

交 流 

図書館分館 

市民センター 

総合体育館 

■地域・生活拠点 兼 産業交流拠点 

【三崎】 

 《誘導施設》 

子育て 保育所、幼稚園等 

商 業 スーパーマーケット 

医 療 診療所(内科､外科等) 

金 融 銀行、信用金庫、郵便局 

文 化 

交 流 

市民センター 

市民ホール 

 《誘導施設に準ずる施設》 

産 業 

観光振興施設 

宿泊施設 

海業振興施設 

■中心拠点 

 《誘導施設》 

行 政 市役所 

商 業 スーパーマーケット 

金 融 銀行、信用金庫、郵便局 

文 化 

交 流 

図書館 

地域交流センター 

 《誘導施設に準ずる施設》 

産 業 
観光振興施設 

宿泊施設 
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１．居住誘導区域の設定方針 
 

（１）居住誘導区域の基本的な考え方 

○居住誘導区域は、人口減少のなかにあっても、一定エリアにおいて人口密度を維持すること

により、生活サービスやコミュニティが持続的に確保されるよう居住を誘導すべき区域です。 

○居住誘導区域の設定にあたっては、「立地適正化計画の手引き」に示されている以下の考え方

に留意して検討します。 

 

 

【居住誘導区域の検討の基本的な考え方】 

 都市全体における人口や土地利用、交通や財政、災害リスクの現状及び将来の見通しを

勘案しつつ、居住誘導区域内外にわたる良好な居住環境を確保し、地域における公共投資

や公共公益施設の維持運営等の都市経営が効率的に行われるように定めます。以下の観点

等から具体の区域を検討します。 

●徒歩や主要な公共交通路線等を介した拠点地区へのアクセス性 

●区域内の人口密度の維持または低下の抑制による都市機能の持続性 

●対象区域における災害リスク 

 特に、人口減少が見込まれる都市や既に人口減少が進む都市においては、居住誘導区域を

いたずらに広く設定するべきではなく、人口動態、土地利用、災害リスク、公共交通の利便

性等を総合的に勘案し、適切に設定する必要があります。また、法令によって居住誘導区域

を定めないこととされている区域の有無を把握し、適切に対応することも必要です。 
 
【居住誘導区域の望ましい区域像】 

居住誘導区域は、以下のような条件を満たす区域での設定が望まれます。 

①生活利便性が確保される区域 

○都市機能誘導区域の候補となる中心拠点や地域・生活拠点に、徒歩・自転車・端末交通等

により容易にアクセスすることのできる区域や、鉄道駅・バス停の徒歩・自転車利用圏 

②都市機能の持続的確保が可能な面積範囲内の区域 

○医療・福祉・商業等の都市機能が将来にわたって持続できる人口密度が確保される面積

範囲内 

○国立社会保障・人口問題研究所の将来推計人口等をベースに、区域外から区域内に現実

的に誘導可能な人口を勘案しつつ、区域内において少なくとも現状の人口密度を維持、

あるいは低下抑制することを基本に検討 

※民間施設を含む都市機能の持続性確保に必要な人口密度としては、計画的な市街化を図

るべき区域とされる市街化区域の設定水準が一つの参考となりますが、人口減少が進ん

でいる地域においては、実情に応じて実現可能な人口密度を設定する必要があります。 

③災害に対するリスクが低い、あるいは今後低減が見込まれる区域 

○土砂災害、津波災害、浸水被害等により甚大な被害を受ける危険性が少ない区域で、土

地利用の実態等に照らして、工業系用途、都市農地、深刻な空き家・空き地化が進行し

ている郊外地域等には該当しない区域 

立地適正化計画の手引き（国土交通省） 
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（２）居住誘導区域の設定方針 

○居住誘導区域設定の基本的な考え方を踏まえ、人口減少、超高齢社会にあっても、生活サー

ビスや交通利便性を維持し、まちの持続可能性を高めるため、以下①～⑤のエリアを基本に

居住誘導区域を設定し、当該区域の人口密度の維持・確保を図ります。 

①都市機能が集積するエリア ②交通利便性の高いエリア ③生活利便性の高いエリア 

④良好な都市基盤が整備されているエリア ⑤その他まちづくりの観点から含めるエリア 
 

○また、災害リスクの低いエリアへの居住誘導を図ることを基本とし、海岸沿い市街化区域内

の津波による災害リスクが高いエリアは防災・減災対策を講じたうえで居住誘導を図ります。

なお、災害リスクを踏まえた居住誘導区域の設定については、法令や都市計画運用指針にお

ける「居住誘導区域に含まないこととされている区域」を踏まえるものとします。 

 

 

【居住誘導区域に含まないこととされている区域】 

区 域 居住誘導区域の指定 （参考）行為規制等 

レッド 

ゾーン 

 

住宅等の建

築や開発行

為等の規制

あり 

災害危険区域（崖崩れ､出水､津波等） 

建築基準法 

定めない 

都市再生特別措置法

第81条第19項 

 災害危険区域内における住居の用に供する建築物の

建築の禁止その他建築物の建築に関する制限で災害

防止上必要なものは、前項の条例で定める。 

（法第39条第2項） 

地すべり防止区域 

地すべり等防止法 

定めない 

都市再生特別措置法

施行令第30条第1項 

第2号 

 地すべり防止区域内において、次の各号の一に該当

する行為をしようとする者は、都道府県知事の許可

を受けなければならない。（法第18条第1項） 

※のり切り（長さ3m）、切土（直高2m）等 

急傾斜地崩壊危険区域 

急傾斜地の崩壊による災害の防止に

関する法律 

定めない 

都市再生特別措置法

施行令第30条第1項 

第3号 

 急傾斜地崩壊危険区域内においては、次の各号に掲

げる行為は、都道府県知事の許可を受けなければ、

してはならない。（法第7条第1項） 

※のり切り（長さ3m）、切土（直高2m）等 

土砂災害特別警戒区域 

土砂災害警戒区域等における土砂災

害防止対策の推進に関する法律 

定めない 

都市再生特別措置法

施行令第30条第1項

第4号 

 特別警戒区域内において、都市計画法第4条第  12

項の開発行為で当該開発行為をする土地の区域内に

おいて建築が予定されている建築物の用途が制限用

途であるものをしようとする者は、あらかじめ、都

道府県知事の許可を受けなければならない。 

（法第10条第1項） 

※制限用途：住宅（自己用除く）、防災上の配慮を

要するものが利用する社会福祉施設、学校、医療

施設 

浸水被害防止区域 

特定都市河川浸水被害対策法 

定めない 

都市再生特別措置法

施行令第30条第1項

第5号 

 浸水被害防止区域内において、特定開発行為あるい

は特定建築行為をする者は、都道府県知事の許可を

受けなければならない。（法第57条第1項、第 66条

第1項） 

※住宅や要配慮者施設のほか条例で定める建築物及び

当該建築に係る開発行為 

津波災害特別警戒区域 

津波防災地域づくりに関する法律 

原則として含まな

いこととすべき 

都市計画運用指針 

 特別警戒区域内において、政令で定める土地の形質

の変更を伴う開発行為で当該開発行為をする土地の

区域内において建築が予定されている建築物の用途

が制限用途であるものをしようとする者は、あらか

じめ、都道府県知事の許可を受けなければならな

い。（法第73条第1項） 

※制限用途：社会福祉施設、学校、医療施設、市町村

の条例で定める用途 

イエロー 

ゾーン 

 

建築や開発

行為等の規

制はなく、

区域内の警

戒避難体制

の整備等を

求めている 

浸水想定区域 

水防法 

総合的に勘案

し、適切で無いと

判断される場合は、

原則として含まない

こととすべき 

都市計画運用指針 

 なし 

土砂災害警戒区域 

土砂災害警戒区域等における土砂災

害防止対策の推進に関する法律 

 なし 

津波災害警戒区域 

津波防災地域づくりに関する法律 

 なし 

津波浸水想定（区域） 

津波防災地域づくりに関する法律 

都市浸水想定（区域） 

特定都市河川浸水被害対策法 

 なし 

立地適正化計画の手引き（国土交通省） 

三
浦
市
内
の
市
街
化
区
域
内
に
該
当
が
あ
る
も
の 
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２．居住誘導区域の設定 
 

（１）居住誘導区域の候補地抽出フロー 

○居住誘導区域の設定に望ましい候補地を以下のフローにしたがって抽出します。 

 

■居住誘導区域の候補地抽出フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①都市機能誘導区域 

・都市機能の集積を図る区域 

②公共交通の利便性が高い区域 

・鉄道駅の徒歩圏及びサービス水準の高いバス停徒歩圏 

③生活利便性が高い区域 

・子育て世代から高齢者まで幅広い世代が日常生活を徒歩でまかなうことが考えられ

る区域として、医療・福祉・子育て支援・商業に関する生活サービス施設の徒歩圏 

④良好な都市基盤ストックを有する区域 

・良好な都市基盤ストックを有効に活用する観点から、土地区画整理事業による都市

基盤整備が行われた地区 

⑤その他まちづくりの観点から含める区域 

・居住や都市機能の立地が将来的に見込まれる面的な市街地整備予定区域 

・現況人口密度（R2 年）が 40 人/ha を下回るものの、上記①～④のいずれかに該当し、

本市の「資産」である一次産業（農業、水産業（漁業））を支えている市街地 

①災害リスクの高い区域 

・土砂災害特別警戒区域、土砂災害警戒区域、急傾斜地崩壊危険区域 

・南海トラフ地震による津波浸水想定区域のうち、浸水深２ｍ以上の区域 

②工業系用途地域 

・居住機能の立地が限定的な工業地域及び準工業地域 

③一次産業の生産基盤 

・生産緑地、まとまった一団の市街地内農地（1ha 以上） 

【ＳＴＥＰ２】居住誘導にあたり考慮すべきエリア 

【ＳＴＥＰ１】居住誘導を図るエリア 

【ＳＴＥＰ０】居住誘導区域の設定対象エリア 

●市街化区域 

居住誘導区域の候補地の抽出【ＳＴＥＰ１－ＳＴＥＰ２】 
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１）居住誘導を図るエリアの選定【ＳＴＥＰ１】 

①都市機能誘導区域 

○立地適正化計画においては、居住誘導区域の中に都市機能誘導区域を設定することが原則と

なっています。また、都市機能誘導区域は、都市機能が集積し、交通利便性が高いエリアで

あることも踏まえて、以下の範囲を居住誘導区域の候補地とします。 

 

■都市機能誘導区域 

 

  

地域・生活拠点 

地域・生活拠点 

中心核 中心拠点 

地域・生活拠点 兼 産業交流拠点 
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②公共交通の利便性が高い区域 

○鉄道駅の徒歩圏 （800ｍ圏）及びサービス水準の高いバス停 （平日１日片道あたり 30 本/日以

上）の徒歩圏 （300ｍ圏）については、市内でも特に公共交通の利便性が高い区域であること

から、以下の範囲を居住誘導区域の候補地とします。 

 

■公共交通の利便性が高い区域 
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③生活利便性が高い区域 

○子育て世代から高齢者まで幅広い世代が日常生活を徒歩でまかなうことが考えられる区域

として、医療・福祉・子育て支援・商業に関する生活サービス施設の徒歩圏に含まれる区域

を居住誘導区域の候補地とします。 

 

■生活利便性が高い区域 
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④良好な都市基盤ストックを有する区域 

○良好な都市基盤ストックを有効に活用する観点から、土地区画整理事業による都市基盤整備

が行われた地区を居住誘導区域の候補地とします。 

 

■良好な都市基盤ストックを有する区域 

 

  

入江 

飯森(第一) 

飯森(第二) 

原 

宮川 

天神堂 

三崎第二 

三崎第一 

城ヶ島 

※吹き出しは土地区画整理事業

施行地区の名称を示す 
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⑤その他まちづくりの観点から含める区域 

○居住や都市機能の立地が将来的に見込まれる面的な市街地整備予定区域として、三戸 ・小網

代地区の土地区画整理事業予定区域を居住誘導区域の候補地とします。 

○また、現況人口密度（R2 年）が 40 人/ha を下回るものの、居住誘導を図るエリア①～④のい

ずれかに該当し、本市の「資産」である一次産業（農業、水産業（漁業））を支えている市街

地を居住誘導区域の候補地とします。 

 

■その他まちづくりの観点から含める区域 
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●居住誘導を図るエリア 

○①～⑤の居住誘導を図るエリアを重ね合わせ、以下の区域を居住誘導区域の候補地とします。 

 

■居住誘導を図るエリア 
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２）居住誘導にあたり考慮すべきエリアの選定【ＳＴＥＰ２】 

①災害リスクの高い区域 

○都市再生特別措置法及び都市計画運用指針に基づき、災害リスクの高い区域を居住誘導区域

から除外するエリアとして選定します。 

○具体的には、土砂災害特別警戒区域、土砂災害警戒区域、急傾斜地崩壊危険区域及び南海ト

ラフ地震による津波浸水想定区域のうち、浸水深２ｍ以上の区域を居住誘導区域の除外候補

地とします。 

■災害リスクの高い区域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①－１ 検討対象とする津波について 
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■対象とする地震の設定 

○最大クラスの津波（発生頻度は極めて低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす最大ク

ラスの津波）をもたらす地震が発生した場合、現在の市街地（市街化区域）の約 36％が津波

浸水想定区域に含まれることとなります。 

○災害リスクを考慮し、当該浸水想定区域を居住誘導区域から除外した場合、市街地の多くが

居住誘導区域に設定することが困難となり、特に沿岸部には、本市の強みである水産業（漁

業）をはじめとする生業と生活が一体となった市街地が形成されていることから、本市の都

市づくりに大きな影響を及ぼします。 

○そのため、居住誘導区域から除外する区域の設定にあたり対象とする津波は、本計画の期間

内（令和７年～令和 27 年）において発生する確率が高く、地震の規模も大きいと想定される

「南海トラフ」の地震による津波とします。 

○最大クラスの津波については「避難」を中心とした防災・減災対策を実施することとし、第

６章の防災指針の「３．具体的な取組」において整理し、防災指針に基づく取組を進めます。 

 

【最大クラスの津波】 

・現在公表されている津波浸水想定区域図（H27 年県作成）は、「津波高さ」または「浸水域」

が最大となる５つの地震モデルによる津波浸水予測図を基に、浸水域と浸水深が最大となる

よう重ね合わせた図です。 

・地震モデルの発生間隔は２～３千年あるいはそれ以上で、発生すれば甚大な被害をもたらす

津波となっており、最大クラスの津波に対する県の対策の考え方は「避難することを中心と

するソフト施策」が基本となっています。 

 

【南海トラフ地震による津波】 

・神奈川県地域防災計画（地震災害対策計画）において南海トラフ地震の発生確率は、30 年以

内に 70～80％であり（注）、地震規模もマグニチュード 9.0 とされています。 

・本市は、南海トラフ地震に係る地震防災対策の推進に関する特別措置法に基づき「南海トラ

フ地震防災対策推進地域」に指定されており、これに基づき、南海トラフ地震の津波により

30cm 以上の浸水が予想される地域内の一部施設において、津波からの円滑な避難の確保に関

する事項などを定めた「南海トラフ地震防災対策計画」を作成することが義務付けられおり、

この計画に基づき各種の防災・減災対策が進められています。 

（注）政府の特別の機関である地震調査研究推進本部の地震調査委員会が令和７年１月 15 日に公表

した南海トラフ地震の発生確率は、30 年以内 80％程度とされています。 

 

■津波浸水想定区域の浸水深による区分 

○気象庁の「津波警報の発表基準等と情報文のあり方に関する提言」（平成 24 年２月）では 、

浸水深と被害の関係について、浸水深２ｍを超えると木造建物が全壊するリスクが大幅に増

加するなど、浸水深２ｍが被害の様相が変化する境界となっています。 

○そのため、浸水深２ｍ以上の区域を居住誘導区域から除外します。 
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■津波浸水想定区域の分布（再掲） 

 

 

 

 

【南海トラフ地震による津波】 

（発生確率：30 年以内で 70～80％） 

【最大クラスの津波（相模トラフ等）】 

（発生間隔：２～３千年あるいはそれ以上） 

[出典：神奈川県河港課] 

 

■浸水深ごとの建築物被害割合 

 

[出典：津波被災市街地復興手法検討調査（H24.4 国交省）] 
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②工業系用途地域 

○居住機能の立地が限定的な工業系用途地域（工業地域及び準工業地域）を居住誘導区域の除

外候補地とします。 

 

■工業系用途地域 
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③一次産業の生産基盤 

○本市の「資産」である一次産業（農業）の生産基盤を保全する観点から、生産緑地やまとま

った一団の市街地内農地（１ha 以上の農地）※を居住誘導区域の除外候補地とします。 

 

■一次産業の生産基盤 

 

※市街地内農地（１ha 以上の農地）は、都市計画基礎調査による 
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●居住誘導にあたり考慮すべきエリア 

○①～③の居住誘導にあたり考慮すべきエリアを重ね合わせ、以下の区域を居住誘導区域の除

外候補地とします。 

 

■居住誘導にあたり考慮すべきエリア 
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３）居住誘導区域の候補地の抽出 

○前項までの検討を踏まえ、居住誘導区域の候補地となるエリアを以下のとおり抽出します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

居住誘導を図るエリア 

ＳＴＥＰ１ ＳＴＥＰ２ 

居住誘導にあたり考慮すべきエリア 

居住誘導区域の候補地(重合せにより抽出した区域) 

ＳＴＥＰ１－ＳＴＥＰ２ 
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（２）居住誘導区域の設定 

１）区域境界線の詳細設定 

○居住誘導区域の候補地をもとに、以下の考え方で区域境界線を確定し、居住誘導区域を設定

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

街区 街区 街区 

街区 街区 街区 

街区 街区 街区 

居住誘導区域の候補地 居住誘導区域 

生産 

緑地 

土砂 

災害 

警戒 

区域 

土砂災害特別警戒区域 

指定区域のみ居住誘導区域に含めない 

居住誘導区域の候補地

が街区の過半を占める

が、津波浸水想定区域

(2ｍ以上)が含まれるた

め、街区全体を居住誘

導区域に含めない 

居住誘導区域の

候補地が街区の

過半を占めるた

め、街区全体を

居住誘導区域に

含める 

■居住誘導区域の設定手順（案）のイメージ 

津波浸水想定区域

（浸水深２ｍ以上） 

急傾斜地崩壊危険区域 

居住誘導区域の候補地（重合せにより抽出した区域） 

■以下の手順で詳細の区域境界線を確定 

・地形地物（道路界、河川界、水路界等）又は都市計画決定線（区域区分、用途地域、

地区計画、土地区画整理事業、都市計画道路等）により囲われる街区を基本単位とし

て区域境界線を設定 

・居住誘導区域の候補地が街区内に含まれ、含まれる面積が街区面積の過半を占める

場合は、街区全体を居住誘導区域に含める形で区域境界線を設定 

■以下の範囲は「街区全体」を除外 

・津波浸水想定区域（浸水深２ｍ以上（南海トラフ地震））の範囲が街区内に含まれる

場合は、街区全体を除外 

■以下の範囲は「指定範囲のみ」を除外 

・土砂災害特別警戒区域、土砂災害警戒区域、急傾斜地崩壊危険区域 

・生産緑地、市街地内農地（１ha 以上） 

区域境界線の確定 

居住誘導区域 
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２）居住誘導区域の設定 

○前項で示した設定方針を踏まえ、居住誘導区域の範囲を以下のように設定します。 

 

■居住誘導区域 

 
 

【居住誘導区域の概要】 

○区域面積    ：452 ha 

○市街化区域面積 

 に占める割合： 62 % 

○人口密度(R2)： 59 人/ha 
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１．誘導施策  
 

○誘導方針に基づき、居住や都市機能の誘導、公共交通ネットワークの維持・充実に向けた取

組を推進することから、以下の施策体系により誘導施策を整理します。なお、防災に関する

誘導方針に基づく施策は、第６章防災指針の「２．防災まちづくりの取組方針」において整

理します。 
 

■誘導施策の施策体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【誘導方針】 

拠点の特性を 

踏まえた都市機

能の誘導・集積 

人口減少、少子

高齢化を見据え

た居住誘導 

利便性の高い 

公共交通 

ネットワーク 

の維持・充実 

【誘導施策】 

１）中心拠点 

①市民交流拠点整備事業の推進による高次都市機能の誘導・集積 

２）産業交流拠点 

①新海業プロジェクトの推進による三崎漁港の集客力・魅力の向上 

②城ヶ島西部地区まちづくりの推進による観光拠点の形成 

③旧三崎中学校跡地等城山地区事業用地の活用による観光拠点の形成 

３）地域・生活拠点 

①三浦海岸駅周辺における観光振興機能の強化 

②潮風アリーナ周辺における高次都市機能の維持・充実 

１）移住・定住促進策 

①市が講じる移住・定住促進策の検討 

②金融機関との連携による居住誘導の支援制度検討 

２）住宅ストックの利活用による居住誘導の受け皿づくり 

①空き家バンクによる住宅ストックの市場流通促進 

②マンション管理適正化推進計画に基づく良質な住宅ストックの確保 

３）住みやすい居住環境の創出 

①都市計画税を活用した都市計画施設の改修による居住環境の向上 

②居住誘導区域内への生活サービス施設の立地誘導 

１）交通結節点の強化・充実 

①三崎口駅と三浦海岸駅における交通結節機能の強化、駅前空間の創出 

２）公共交通の維持・確保 

①三浦半島生活交通ネットワーク計画協議会に基づく基幹的バス路線

の維持・確保 

②三浦市地域公共交通会議に基づく地域における多様な交通手段の維

持・確保 

 (１)都市機能誘導施策 

 (２)居住誘導施策 

(３)公共交通関連施策 
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（１）都市機能誘導施策 

１）中心拠点 

①市民交流拠点整備事業の推進による高次都市機能の誘導・集積 

概  要 

 引橋地区地区計画に基づき、市の中心部にふさわしい市民交流拠点の形成を目

指し、公共施設の集約と市民交流スペースの拡充を図るとともに、民間事業者の提

案による商業施設等を整備し、様々な人々の交流活性化につながる拠点の整備を

官民連携で推進します。 

 本事業で整備する公共施設は、市役所、図書館等を予定しています。 

関連計画 
引橋地区地区計画（令和６年２月） 

引橋地区都市再生整備計画（令和４年 12 月） 

【整備方針概要図（引橋地区都市再生整備計画）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【公共施設のイメージ】 
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２）産業交流拠点 

①新海業プロジェクトの推進による三崎漁港の集客力・魅力の向上 

概  要 

 新海業プロジェクトは、三崎漁港グランドデザインに基づき実施する三崎漁港

（本港地区及び新港地区）の海業振興を目指す用地利活用プロジェクトです。 

 官民連携により、うらりマルシェの改修を行うとともに、観光施設の改修や事業

用地の活用により、三崎漁港の集客力や魅力の向上を図ります。 

関連計画 三崎漁港グランドデザイン 

【三崎漁港グランドデザインのアクションプラン】 

・係留施設の集約化 

・漁港の安全確保のための津波災害対策 

・うらりマルシェ～はまゆう間の回遊性向上 

・うらりマルシェの改修及びサンポートみさき跡地等の利活用 

【三崎漁港「海業振興」のためのゾーニングイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【用地利活用プロジェクトの事業用地】 
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②城ヶ島西部地区まちづくりの推進による観光拠点の形成 

概  要 

 城ヶ島西部地区地区計画に基づき、観光地としての発展・活性化を図り、地域住

民や来訪者が安全に居住・滞在できる環境を実現するため、国際競争力の強化に資

する宿泊施設の整備や、災害時の迅速な避難に資する都市基盤施設の整備を推進

します。 

関連計画 
城ヶ島西部地区地区計画（令和５年１月） 

城ヶ島西部地区都市再生整備計画（令和５年３月） 

【整備方針概要図（城ヶ島西部地区都市再生整備計画）】 
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③旧三崎中学校跡地等城山地区事業用地の活用による観光拠点の形成 

概  要 

 当該地は、旧三崎中学校や市役所などの公共施設が集中している用地であり、市

役所の移転に伴い、これらまとまった市有地を観光振興や地域経済の活性化のた

めに利活用することとしています。 

 具体的には、観光客が集まる三崎下町地区に近接する地の利を生かし、官民連携

により、関係人口の創出、滞在時間延長や消費額の増加に資する短期～長期滞在の

宿泊ニーズにも対応可能な施設・機能の整備を推進します。 

関連計画 － 

【地区の概要】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【事業用地の利活用方針】 

《想定される導入機能の例示》 

・短期～長期の滞在に対応する宿泊施設 

・リピーターも楽しめるアクティビティや憩いの場 

・三崎港との回遊性、市内の他の観光スポットとの連携 

・三浦の魅力（地場野菜、水産品、自然環境等）の発信 

・市民の働く場の創出、市民との交流 

・既存産業と調和し、相乗効果の見込める利活用 

・二拠点居住や移住にも対応できる住宅等開発 
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３）地域・生活拠点 

①三浦海岸駅周辺における観光振興機能の強化 

○三浦海岸駅周辺は、観光の玄関口や海洋リゾート機能等の複合地という特性を活かし、観光

案内機能の強化を図るとともに、民間事業者との連携による観光コンテンツの充実を図るな

ど、観光振興機能の強化に向けた施策を展開します。 

 

■三浦海岸駅周辺の観光資源 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[出典：きままに散歩 三浦海岸駅（三浦観光情報発信協議会発行）] 

 

■三浦海岸駅を起点に運行する観光周遊バス「オープントップバス」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[写真提供：京急電鉄（株）] 



 

 

84 

序 

章 

第
１
章 

第
２
章 

第
３
章 

第
４
章 

第
５
章 

第
６
章 

第
７
章 

②潮風アリーナ周辺における高次都市機能の維持・充実 

○潮風アリーナ周辺は、国道 134 号により横須賀方面とつながり、三浦縦貫道路から本市の南

部に向かうための経路上にあり、バス交通が充実しています。 

○また、公共施設や大規模商業施設などの都市機能が集積しており、初声地域の地域住民のみ

ならず、多くの市民や周辺市町の住民にも利用されています。 

○こうした特性を踏まえ、文化・交流、商業など高次の都市機能の維持・充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

潮風アリーナ 
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（２）居住誘導施策 

１）移住・定住促進策 

①市が講じる移住・定住促進策の検討 

○本市では、若年婚姻世帯への住宅取得等費用を補助する結婚支援事業や、持ち家のリフォー

ム工事助成を行う住宅リフォーム助成事業などを実施しています。居住誘導区域内について

は、市外や居住誘導区域外から転入・転居する方を対象に、住宅取得等費用を補助する事業

を検討します。 

 

②金融機関との連携による居住誘導の支援制度検討 

○本市と地方創生に向けた移住・定住促進に関する連携協定を締結した金融機関において、本

市が定める移住・定住支援対象要件を満たす方を対象に住宅ローンの金利優遇を実施してい

ます。 

○住宅金融支援機構では、地域特性を踏まえた住まいづくり・まちづくり等に関する取組を支

援しており、その支援策の１つとして、居住誘導区域内における新築住宅・既存住宅の建設・

購入に対し、住宅ローン（フラット 35）の金利引下げを実施しています。居住誘導の促進に

向けて、この金融機関との連携による支援制度の導入について検討します。 

 

■フラット 35 地域連携型の概要 

 

[出典：国土交通省資料] 
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２）住宅ストックの利活用による居住誘導の受け皿づくり 

①空き家バンクによる住宅ストックの市場流通促進 

○本市では、空き家の有効活用を通じて、定住促進等による地域活性化を図るため、空き家バ

ンクを実施しています。空き家バンクにより、従来の不動産流通ではキャッチできない定住

希望者や、子育て世帯等を取り込み、居住誘導区域内への誘導促進を図ります。 

 

②マンション管理適正化推進計画に基づく良質な住宅ストックの確保 

○三浦市マンション管理適正化推進計画に基づき、マンションの適正な管理を推進するための

施策を講じることで、居住誘導の受け皿となるマンション等の良質な住宅ストックの維持・

確保を図ります。 

 

３）住みやすい居住環境の創出 

①都市計画税を活用した都市計画施設の改修による居住環境の向上 

○老朽化した道路、公園などの都市インフラの計画的な改修を進めるため、都市計画施設の改

修事業について、立地適正化計画に基づく都市計画事業の認可みなし制度が創設されました。

また、この場合においても、通常の都市計画事業と同様に都市計画税を充当して改修工事を

進めることができます。 

○本市においても、都市インフラの老朽化が進展しているため、このような制度を活用して居住

誘導区域内の公園のリニューアルといった居住環境の向上に向けた取組を検討します。 

 

②居住誘導区域内への生活サービス施設の立地誘導 

○子育て支援施設や介護保険施設は、市・県が許認可等を行う施設となっており、関連計画等

に基づき、事業者募集・選定を実施しています。これらの施設は、居住誘導区域内の生活利

便性を高める生活サービス施設であることから、募集・選定に際して、居住誘導区域への立

地に関する評価基準（加点評価）の設定を検討し、居住誘導区域への立地誘導を図ります。 
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（３）公共交通関連施策 

１）交通結節点の強化・充実 

○三崎口駅及び三浦海岸駅については、鉄道、バス、タクシー等の公共交通機関相互の交通結

節機能の強化、市民や観光客等を迎える「市の玄関口」となる駅前空間の創出、観光型 MaaS

の利用促進に向け、関係機関との調整を進めます。 

○路線バスの結節点となっている三崎公園（三崎港ロータリー）については、観光拠点の中心

地としての交通結節機能の強化に向けて、三崎漁港グランドデザインのアクションプランと

整合を図りながら、関係機関との調整を進めます。 

 

  
三崎口駅 三浦海岸駅 

 

２）公共交通の維持・確保 

①三浦半島生活交通ネットワーク計画協議会に基づく基幹的バス路線の維持・確保 

○地域交通を支援するための補助制度を活用するために必要な「生活交通ネットワーク計画」

の策定に係る協議会として「三浦半島生活交通ネットワーク計画協議会」が設置されており、

広域的な幹線バス路線の運行に関係する市町（三浦市、横須賀市、逗子市、葉山町）が参画

しています。 

○本協議会に基づき、関係市町や交通事業者と連携を図り、市内外や拠点間を連絡する基幹的

なバス路線の維持・確保に向けた各種取組を進めます。 

 

②三浦市地域公共交通会議に基づく地域における多様な交通手段の維持・確保 

○道路運送法に基づき、地域における需要に応じた住民の生活に必要な交通手段の確保、その

他旅客の利便の増進を図るために必要な事項を協議するため、三浦市地域公共交通会議を設

置しています。 

○本会議に基づき、ライドシェアなど、地域における多様な交通手段の維持・確保に向けた各

種取組を進めます。 
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２．届出制度 
 

○住宅や誘導施設の整備の動きを市が把握し、適切な誘導を図るため、都市再生特別措置法に

基づく届出制度を運用します。 

○なお、誘導施設に準ずる施設の届出は不要です。 

 

（１）都市機能誘導区域外において届出対象となる行為 

○都市機能誘導区域外において、誘導施設に設定されている施設の開発や建築等の行為を行う

場合には届出が必要となります。（都市再生特別措置法第 108 条第１項、第２項） 

 

①開発行為 

・誘導施設を有する建築物の建築目的の開発行為を行おうとする場合 

 

②建築等行為 

・誘導施設を有する建築物を新築しようとする場合 

・建築物を改築し、誘導施設を有する建築物とする場合 

・建築物の用途を変更し、誘導施設を有する建築物とする場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

立地適正化計画区域（三浦市全域） 

居住誘導区域 

地域・生活拠点(南下浦) 

都市機能誘導区域 

地域･生活拠点(初声) 

都市機能誘導区域 

中心拠点 

都市機能誘導区域 

地域・生活拠点 兼 産業交流拠点 

(三崎) 都市機能誘導区域 

誘導施設： 「診療所」 誘導施設： 「診療所」 

誘導施設： 「診療所」の設定なし 

誘導施設： 「診療所」 

届出が必要 

届出不要 届出不要 

届出不要 

例）誘導施設である「診療所（内科､外科､耳鼻咽喉科､小児科､産婦人科）」を開発又は建築する場合 

届出が必要 

届出が必要 

都市機能誘導区域外 

居住誘導区域外 

■誘導施設の開発や建築等の行為を行う場合の届出のイメージ 
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（２）都市機能誘導区域内において届出対象となる行為 

○都市機能誘導区域内において、誘導施設に設定されている施設を休止または廃止しようとす

る場合には届出が必要となります。 

 

■誘導施設を休廃止する場合の届出のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

立地適正化計画区域（三浦市全域） 

居住誘導区域 

地域・生活拠点(南下浦) 

都市機能誘導区域 

地域･生活拠点(初声) 

都市機能誘導区域 

中心拠点 

都市機能誘導区域 

地域・生活拠点 兼 産業交流拠点 

(三崎) 都市機能誘導区域 

誘導施設： 「診療所」 誘導施設： 「診療所」 

誘導施設に： 「診療所」の設定なし 

誘導施設： 「診療所」 

届出は不要 届出は不要 

届出は不要 

例）誘導施設である「診療所（内科､外科､耳鼻咽喉科､小児科､産婦人科）」を休廃止する場合 

都市機能誘導区域外 

居住誘導区域外 

届出が必要 届出が必要 

届出が必要 

届出不要 
届出不要 

届出不要 
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（３）居住誘導区域外において届出対象となる行為 

○居住誘導区域外において、住宅の開発や建築等の行為を行う場合には届出が必要となります。

（都市再生特別措置法第 88 条第１項） 

 

①開発行為 

・３戸以上の住宅の建築目的の開発行為 

【例示】 

 

 

 

 

 

 

・１戸または２戸の住宅の建築目的の開発行為で、その規模が 1,000 ㎡以上のもの 

【例示】 

 

 

 

 

 

 

 

②建築等行為 

・３戸以上の住宅を新築しようとする場合 

・建築物を改築し、又は建築物の用途を変更して３戸以上の住宅とする場合 

【例示】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

届出が必要 届出が必要 

《３戸の開発行為》 《６戸の開発行為》 

《１戸(規模 1,200 ㎡)の開発行為》 《２戸(規模 800 ㎡)の開発行為》 

届出が必要 届出不要 

届出が必要 

《３戸の建築行為》 《１戸の建築行為》 

届出不要 
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防災指針 
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１．災害リスク分析と課題整理 
 

（１）防災指針とは 

○防災指針は、居住や都市機能の誘導を図るうえで必要となる都市の防災に関する機能を確保

するための指針です。 

○本章では、災害ハザードデータと都市のデータを重ね合わせることで、居住や都市機能の誘

導を図るうえで必要となる都市の防災に関する情報を分析し、災害リスクが高い区域は居住

誘導区域から除外し、含める場合は必要な対策を講じるなど、防災・減災対策を明らかにす

ることで各種災害に対する安全性を高めるための指針を立てます。 

○防災指針は、「立地適正化計画の手引き」に示す以下のフローに基づき検討します。 

 

■防災指針と誘導区域及び他計画との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

都市機能誘導区域・居住誘導区域 

防災指針 
三浦市地域防災計画 

三浦市国土強靭化地域計画 

連携 

整合 

●各区域の災害リスクを分析・評価 

●評価を踏まえ必要な防災対策を整理 

災害ハザード情報の収集、整理 

災害リスクの分析 

地域別の防災上の課題の整理 

防災まちづくりの取組方針 

具体的な取組の検討 

立地適正化計画の手引き（国土交通省） 

【防災指針の検討フロー】
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（２）対象とするハザード情報 

○「立地適正化計画の手引き」では、防災指針において対象とする災害は、洪水、雨水出水（内

水）、津波、高潮、土砂災害とされています。 

○これを踏まえ、誘導区域内の災害リスク分析を行うにあたり、対象とするハザード情報は以

下のとおりとし、本市に該当するハザード情報のない洪水、雨水出水（内水）は定性的なリ

スク分析を行います。 

 

■災害ハザードデータの収集 

種別 ハザード情報 ハザードの概要 根拠法令等 

津波 

津波浸水想定 

（最大クラス） 

・発生確率は極めて低いものの、発生すれば

甚大な被害をもたらす津波があった場合

に、浸水被害が想定される区域です。 

・相模トラフ沿いの海溝型地震をはじめとす

る合計５つの地震による津波浸水予測図を

基に、浸水域と浸水深が最大となるよう重

ね合わせた浸水想定区域です。 

・発生間隔は、２千年から３千年あるいはそ

れ以上と想定されています。 

・津波防災地域づく

りに関する法律に

基づき、神奈川県が

設定し公表してい

ます。 

津波浸水想定 

（南海トラフ地震） 

・最大クラスと比較して浸水域と浸水深は小

さいものの、津波が発生した場合に、浸水

被害が想定される区域です。 

・発生確率は、神奈川県地域防災計画（地震

災害対策計画）（令和５年 11 月）では 30 年

以内 70～80％、政府の地震調査委員会の公

表（令和７年１月15日）では30年以内80％

程度とされています。 

高潮 

高潮浸水想定区域 

（想定最大規模） 

・相模灘沿岸及び東京湾沿岸において想定し

得る最大規模の高潮が発生した場合に、浸

水被害が想定される区域です。 

・水防法に基づき、神

奈川県が設定し公

表しています。 

土砂 

災害 

土砂災害特別警戒 

区域 

・急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、建築

物損壊が生じ住民等の生命又は身体に著し

い危害が生じるおそれがあると認められる

土地の区域です。 

・土砂災害防止法に

基づき、神奈川県が

指定しています。 

土砂災害警戒区域 ・急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、住民

等の生命又は身体に危害が生じるおそれが

あると認められる土地の区域です。 

急傾斜地崩壊危険 

区域 

・崩壊するおそれのある急傾斜地で、その崩

壊により相当数の居住者その他の者に危害

が生ずるおそれのあるもの及びこれに隣接

する土地のうち、当該急傾斜地の崩壊が助

長・誘発されないようにするため、切土、

盛土など一定の行為を制限する必要がある

土地の区域です。 

・急傾斜地の崩壊に

よる災害の防止に

関する法律に基づ

き、神奈川県が指定

しています。 
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（３）災害リスク分析の判断目安 

○災害リスクには、市民の生活に影響があるリスクだけでなく、市民の命や財産にも影響する

特に高いリスクもあります。災害リスクの分析を行ううえでこのようなリスクの大小を判断

する目安を以下のとおり設定します。 
 

種別 規模目安 想定される被害等 

津波 

浸水深２ｍ以上 木造家屋が全壊するリスクが高い 

浸水深２ｍ未満 木造家屋で再利用可能な可能性がある 

浸水深１ｍ未満 津波に巻き込まれても助かる可能性がある 

浸水深 0.3ｍ未満 避難行動が可能である 

■東日本大震災時の浸水深と建物被害の状況 

[出典：災害に強いまちづくりガイドライン(国土交通省中部地方整備局)] 

 

高潮 

浸水深５ｍ以上 一般的な家屋の２階が水没する 

浸水深３ｍ以上 一般的な家屋の２階床下部分に相当し、浸水深３ｍを上回

ると垂直避難で対応できない可能性がある 

浸水深２ｍ以上 人の背丈を超える浸水深となる 

浸水深 0.5ｍ以上 屋外への避難が困難となる可能性がある 

■浸水深と人的被害のリスク 

[出典：立地適正化計画の手引き(国土交通省)] 

 

土砂 

災害 

土砂災害特別警戒区域 

急傾斜地崩壊危険区域 

（レッドゾーン） 

急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、建築物に損壊が生じ

住民等の生命又は身体に著しい危害が生ずるおそれがある

と認められる区域 

土砂災害警戒区域 

（イエローゾーン） 

急傾斜地の崩壊等が発生した場合に、住民等の生命又は身

体に危害が生ずるおそれがあると認められる区域 

２階部分も水没 

１階部分が水没 

人の背丈を超える 

浸水深となる恐れ 
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（４）津波災害のリスク分析 

１）最大クラスの津波 

①木造家屋の全壊リスクの高い浸水深２ｍ以上の地区の抽出 

○浸水深２ｍ以上の想定区域の面積は、約

44％が市街化区域に分布し、その一部は居

住誘導区域にも分布しています。 

○特に、入江、上宮田、菊名・金田、小網代、

三崎下町等の居住誘導区域において浸水

深２ｍ以上の想定区域が面的に分布して

います。 

■津波浸水想定区域【最大クラスの津波（相模トラフ等）】の分布状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■津波浸水想定区域の指定面積(左：ha、右：割合) 

区域 
浸水想定区域 

全体 
浸水深 

２ｍ以上 

市街化区域 262.7 42.7% 215.3 43.9% 

市街化調整区域 352.3 57.3% 275.6 56.1% 

全市 615.0 100.0% 490.9 100.0% 
 

入江 

小網代 

三崎下町 

城ヶ島 

菊名・金田 

上宮田 

浸水深２ｍ以上のエリア

が面的に分布 
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②津波避難施設への迅速な避難が困難な地区の抽出 

○最大クラスの津波の最大波到達時間は最短５分となっており、発災時には津波避難施設や高

台等への早期避難が必要となっています。 

○本市では、緊急避難場所 （津波）及び津波避難ビルの指定 ・確保や、津波避難階段の整備な

どの津波避難対策を進めていますが、これらの津波避難施設が、最大波到達時間である５分

の間に徒歩で到達できない地区が一部において確認できます。 

○これらの地区では、災害リスクの低い内陸部や高台に近接しているため、これらの安全な場

所へ迅速に避難できるよう対策を図ることが必要と考えられます。 

 

■津波避難施設から徒歩５分圏（300ｍ圏）の分布 

 

津波避難施設から徒歩５分圏を外れ、

住宅がまとまって立地するエリア 

金田 

菊名 

上宮田 
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２）南海トラフ地震による津波 

①木造家屋の全壊リスクの高い浸水深２ｍ以上の地区の抽出 

○南海トラフ地震による津波浸水深２ｍ以

上のエリアは居住誘導区域から除外して

いるため、該当地区はありません。 

○入江、城ヶ島の居住誘導区域において浸水

深 0.3ｍ～2ｍ未満の想定区域が面的に分

布しています。 

■津波浸水想定区域【南海トラフ地震による津波】の分布状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

■津波浸水想定区域の指定面積(左：ha、右：割合) 

区域 
浸水想定区域 

全体 
浸水深 

２ｍ以上 

市街化区域 114.8 48.8% 9.2 16.6% 

市街化調整区域 120.4 51.2% 46.2 83.4% 

全市 235.2 100.0% 55.4 100.0% 
 

入江 

城ヶ島 

浸水想定区域が面的

に分布する地区 
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②津波避難施設への迅速な避難が困難な地区の抽出 

○本市は、南海トラフ地震の津波より 30cm 以上の浸水が 30 分以内に生じる地域に該当してお

り、発災時には津波避難施設や高台等への早期避難が必要となっています。 

○最大クラスと同様に津波避難施設から徒歩５分圏の分布と浸水想定区域を重ね合わせた場

合、居住誘導区域内の浸水想定区域では５分の間に津波避難施設へ到達できることが確認で

きます。 

 

■津波避難施設から徒歩５分圏（300ｍ圏）の分布 
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（５）高潮災害のリスク分析 

①垂直避難ができない可能性のある浸水深３ｍ以上の地区の抽出 

○本市における浸水深の最大値は 2.9ｍであり、浸水深３ｍ以上の該当地区はありません。 

○入江、城ヶ島の居住誘導区域において浸水深 0.3ｍ～2ｍ未満の想定区域が面的に分布してい

ます。 

 

■高潮浸水想定区域（想定最大規模）の分布状況 

 

  

入江 

城ヶ島 

浸水想定区域が面的

に分布する地区 
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②風水害避難施設への迅速な避難が困難な地区の抽出 

○風水害避難施設は市内に広く分布しており、これらの施設の徒歩圏は概ね浸水想定区域内を

カバーしています。 

○居住誘導区域内において浸水想定区域が分布している入江や城ヶ島においても風水害避難

施設が地区内に立地しており、徒歩圏での避難が可能となっています。 

 

■高潮浸水想定区域（想定最大規模）と風水害避難施設の重ね合わせ図 
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（６）土砂災害のリスク分析 

①土砂災害の被害を受ける恐れがある地区の抽出 

○土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒

区域及び急傾斜地崩壊危険区域（以下、

「土砂災害警戒区域等」）の指定面積の

合計は、市街化区域内の割合が約 33％

を占めています。 

○特に、和田、下宮田、上宮田、三戸、小

網代や三崎下町等で多く分布していま

す。 

■土砂災害警戒区域等の分布状況 

 

 

  

■土砂災害警戒区域等の指定面積（左：ha、右：割合） 

区域 
土砂災害 
警戒区域 

土砂災害 
特別警戒区域 

及び急傾斜地崩
壊危険区域 

市街化区域 174.1 32.5% 79.7 34.1% 

市街化調整区域 360.8 67.5% 154.0 65.9% 

全市 534.9 100.0% 233.7 100.0% 
 

下宮田 

三戸 

小網代 

諸磯 

和田 

三崎下町 

上宮田 

土砂災害警戒区域等が 

まとまって分布するエリア 
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②要配慮者利用施設にリスクがある地区の抽出 

○居住誘導区域内では、三浦海岸駅周辺

や三崎地区等において要配慮者利用

施設がまとまって分布しています。 

○これらは「三浦市地域防災計画」に定

められた施設であり、当該計画に基づ

き土砂災害防止対策を進めています。 

 
 

■要配慮者利用施設の分布状況 

 
  

■土砂災害ハザード指定区域内に立地する 

 要配慮者利用施設の数（左：立地数、右：割合） 

区域 
土砂災害 
警戒区域 

土砂災害 
特別警戒区域 

及び急傾斜地崩
壊危険区域 

市街化区域 30 54.5% 2 100.0% 

市街化調整区域 25 45.5% 0 0.0% 

全市 55 100.0% 2 100.0% 
 

要配慮者利用施設が 

まとまって分布するエリア 

上宮田 

諸磯 

三崎下町 
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（７）その他風水害のリスク分析 

○過去には大雨や台風などにより、初声町入江や三崎町諸磯、宮川町など、低地や河川沿いの

範囲において浸水被害が発生しています。 

○このうち、初声町入江の一部が居住誘導区域に含まれています。 

 

■風水害による過去の浸水被害実績（昭和 50 年度～平成 30 年度） 

年 月日 災害種別 町丁目 エリア 被害概要 

S50 ７月４日 大雨 初声町入江 一帯 床下浸水 20 棟 

三崎町諸磯 市営諸磯住宅一帯 床下浸水 30 棟 

宮川町 宮川橋付近 床下浸水 ５ 棟 

S51 10 月９日 大雨 三崎町諸磯 市営諸磯住宅一帯 床下浸水 40 棟 

宮川町 宮川橋付近 床下浸水 ５ 棟 

S54 ４月８日 大雨 初声町入江 一帯 床下浸水 20 棟 

S56 10 月 22 日 台風 24 号 初声町入江 一帯 床下浸水 ４ 棟 

三崎町諸磯 市営諸磯住宅一帯 床上浸水 50 棟 

宮川町 － 床下浸水 10 棟 

H２ ９月 30 日 台風 20 号 初声町入江 一帯 床下浸水 ６ 棟 

H４ 10 月９日 大雨 初声町入江 一帯 床上浸水 ５ 棟 

床下浸水 18 棟 

三崎町諸磯 市営諸磯住宅一帯 床上浸水 51 棟 

H５ ７月５日 大雨 初声町入江 一帯 店舗内浸水 ５ 棟 

床下浸水 ７棟 

H６ 11 月 18 日 大雨 初声町入江 － 床上浸水 １ 棟 

H８ ９月 22 日 台風 17 号 初声町入江 － 床上浸水 １ 棟 

H14 ９月 11 日 台風 15 号 栄町 － 床下浸水 １ 棟 

H21 10 月７日 台風 18 号 南下浦町松輪 市営松輪住宅 床下浸水 10 棟 

H25 10 月 16 日 台風 26 号 初声町入江 － 浸水 ３ 棟 

南下浦町金田 － 床下浸水 ３ 棟 

三崎町諸磯 － 床下浸水 １ 棟 

H26 10 月５日 台風 18 号 三崎町小網代 － 床上浸水 １ 棟 

H29 ９月 28 日 大雨 － － 床下浸水 18 棟 

床上浸水 28 棟 

10 月 22 日 台風 21 号 － － 床上浸水 ５ 棟 

※過去に複数の被害実績がある町丁目を着色しています。 

[出典：三浦市地域防災計画 資料編] 
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■風水害による過去の浸水被害箇所と標高地形図との重ね合わせ 

 
[出典：東京湾デジタル標高地形図（平成 29 年１月、国土地理院）] 

  

初声町入江 

三崎町諸磯 

宮川町 

宮川橋 

市営諸磯住宅 

風水害による過去の 

浸水被害箇所 
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（８）地域別の防災上の課題整理 

○リスク分析を踏まえ、防災・減災まちづくりに向けた課題を３地区ごとに整理します。 
 

■リスク分析を踏まえた防災上の課題 

分類 地区 防災上の課題 

 

初声 

【入江に最大クラス及び南海トラフ地震による津波の想定区域が分布】 

・入江を有する地形特性より、下宮田交流核の居住誘導区域一帯において、

最大クラス及び南海トラフ地震による津波の浸水が想定されています。 

・当該エリアは都市機能が集積する都市機能誘導区域にも設定されているこ

とから、津波対策の推進によるリスクの低減が求められます。 

南下浦 

【地区全体に最大クラスの津波の想定区域が分布】 

・海岸を有する地形特性より、上宮田、菊名、金田の沿岸の居住誘導区域に

おいて、最大クラスによる津波の浸水が想定されています。 

・浸水想定区域の一部は、三浦海岸駅周辺にも及んでおり、居住や都市機能

が集積する都市機能誘導区域に設定されていることから、津波対策の推進

によるリスクの低減が求められます。 

【津波避難施設への迅速な避難が困難な地区が分布】 

・浸水想定区域の一部において津波避難施設が徒歩圏内に立地していないエ

リアがあります。 

・近接する内陸部や高台へ迅速な避難が可能となるよう避難対策の推進によ

るリスクの低減が求められます。 

三崎 

【小網代、三崎下町、城ヶ島に最大クラスの津波の想定区域が分布】 

・海岸を有する地形特性より、小網代、三崎下町、城ヶ島の沿岸の居住誘導

区域において、最大クラスによる津波の浸水が想定されており、城ヶ島に

おいては南海トラフ地震による津波の浸水も想定されています。 

・浸水想定区域の一部は、居住や都市機能が集積する三崎港周辺の都市機能

誘導区域に設定されていることから、津波対策の推進によるリスクの低減

が求められます。 

 

初声 

三崎 

【入江、城ヶ島に高潮浸水の想定区域が分布】 

・初声地区の入江、三崎地区の城ヶ島の居住誘導区域において高潮の浸水が

想定されています。 

・いずれのエリアにおいても居住や都市機能が立地していることから、海岸

高潮対策の推進によるリスクの低減が求められます。 

 
市全域 

【市全域に土砂災害警戒区域等の指定区域が分布】 

・本市の地形特性より、住宅地や要配慮者利用施設が立地するエリアを含む、

本市の広い範囲で土砂災害警戒区域等が指定されています。 

・このことから、土砂崩れが発生すると、家屋の倒壊や道路の寸断など、甚

大な被害が発生する恐れがあります。 

・そのため、居住の誘導によるリスクの回避、災害防止工事の実施や避難対

策の充実によるリスクの低減が求められます。 

 
初声 

【入江に大雨・台風による浸水被害が多発】 

・低地地区である入江の居住誘導区域において、過去に大雨・台風による浸

水被害が発生しています。 

・そのため、治水対策によるリスクの低減が求められます。 

津 波 

高 潮 

土 砂 

風水害 
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■地域ごとの防災上の課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

初声地区 

●入江に最大クラス及び南海トラフ地震に

よる津波の浸水想定区域、また、高潮の浸

水想定区域が分布 

⇒津波・高潮対策の推進によるリスクの低減 

●入江に大雨・台風による浸水被害が多発 

⇒治水対策の推進によるリスクの低減 

津 波 高 潮 

南下浦地区 

●上宮田、菊名、金田の沿岸に最大クラスに

よる津波の浸水想定区域が分布。また、浸

水想定区域の一部で津波避難施設が徒歩圏

に立地していないエリアが分布 

⇒津波対策の推進によるリスクの低減 

津 波 市全域 

●市全域で土砂災害警戒区域等が指定 

⇒居住の誘導によるリスクの回避、災害防止

工事の実施や避難対策の充実によるリス

クの低減 

土 砂 

三崎地区 

●小網代、三崎下町、城ヶ島の沿岸に最大ク

ラスによる津波の浸水想定区域が分布。 

城ヶ島では、南海トラフ地震による津波 

及び高潮による浸水想定区域も分布 

⇒津波・高潮対策の推進によるリスクの低減 

津 波 高 潮 

風水害 
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２．防災まちづくりの取組方針 
 

○本市は津波、高潮、土砂災害などの災害が発生する可能性があり、災害リスクが高いエリア

は居住を誘導しないことを基本としますが、沿岸部には本市の基幹産業である水産業（漁業）

を支える市街地が形成されていることなどから、一定の災害リスクを許容しつつ、土地利用

を図る必要があります。 

○国の「立地適正化計画の手引き」には「災害リスクの回避」と「災害リスクの低減」という

二つの考え方が示されており、本市においてもこの考え方を踏まえ、４つの取組方針により、

ハード対策とソフト対策を適切に組み合わせながら防災まちづくりに取り組みます。 

 

■防災まちづくりの取組方針の分類 

立地適正化計画の手引き 取組方針の分類 

災害リスクの回避 
  

災害リスクの低減 
   

 

 

○災害リスクが高い区域を居住誘導区域から除外し、都市再生特別措置法第 88 条に基づく届

出制度を活用することにより、災害リスクが低い区域へ居住を誘導します。 

○公共施設や要配慮者利用施設は、災害リスクの低い場所へ立地を誘導します。 

 

 

○津波・高潮や風水害による浸水被害を軽減するため、県と連携して海岸保全施設の整備等を

推進するとともに、低地地区における排水・治水施設等の整備・管理を実施します。 

○土砂災害による被害を軽減するため、県と連携して急傾斜地崩壊危険区域において急傾斜地

崩壊対策工事を推進します。その他、土砂災害警戒区域及び土砂災害特別警戒区域において

災害防止工事が行われ、安全性が確保された箇所のうち、居住誘導を図るエリア（公共交通

や生活利便性が高い区域等）に含まれる箇所については、居住誘導区域に含めることを検討

します。 

 

 

○本市は三方を海に囲われ、最大クラスの津波の場合は最短で５分、南海トラフの場合は 30 分

程度で津波が到達すると想定されているため、迅速な避難を確保するための取組を進めます。 

○具体的には、津波避難施設の充実、避難所の指定見直し、誘導標識の設置等を推進するとと

もに、多くの観光客が訪れる本市の特性を踏まえ、観光客の避難対策を進めます。 

 

 

○本市で想定される災害リスクに関する情報を分かりやすく発信・共有し、自らが住む・働く

地域における災害リスクを十分に理解してもらい、自助、共助の重要性等の防災意識の向上

に資する取組を実施します。  

リスク回避 

情報の発信･共有 避難対策 基盤整備 

リスク回避 災害リスクが高い区域における被害を回避する取組 

基盤整備 災害による被害を軽減する基盤整備 

迅速な避難を確保するための取組 避難対策 

災害リスクに関する情報の発信・共有 情報の発信・共有 
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３．具体的な取組 
 
 
 

（１）取組方針「リスク回避」の具体的な取組 
 

届出制度活用による災害リスクの周知【市】 

○都市の防災・減災機能の向上に向けて、津波浸水想定区域や土砂災害警戒区域等に指定された

区域では、都市再生特別措置法第 88 条の規定に基づく届出に際して災害リスクの周知を行い、

新たな住宅の立地抑制に努めます。 

公共施設や要配慮者利用施設の災害リスクの低い場所への立地誘導【市】 

○不特定多数の市民や来街者が利用する行政関連施設や、要配慮者が利用する医療施設、福祉施

設、子育て支援施設等については、できるだけ浸水の危険性の低い場所に立地するよう整備し

ます。 

土砂災害特別警戒区域内からの住宅の移転促進【県/市】 

○県は、必要に応じて、土砂災害警戒区域等における土砂災害防止対策の推進に関する法律第 26

条に基づく「移転等の勧告」を活用します。 

○市は、土砂災害特別警戒区域内にある住宅を除却し居住誘導区域内に移転する方を対象に、そ

の費用の一部を補助する事業を検討します。 

 

（２）取組方針「基盤整備」の具体的な取組 

１）津波・高潮対策 

海岸保全施設等の整備【県/市】 

○市及び県は、数十年から百数十年に一度程度発生する津波に対しては、液状化にも留意しなが

ら、海岸保全施設等の整備等に努めます。 

○市は、津波発生時に的確な応急対策を図るため、津波からの防災性にも優れた交通基盤を整備

するほか、孤立化防止のためのヘリポート整備を進めます。また、船の座礁防止策や水産業（漁

業）関係被害の軽減策について検討します。 
 

２）土砂災害対策 

急傾斜地崩壊危険区域等の災害防止【県/市】 

○市は、急傾斜地崩壊危険区域の未整備箇所について、県へ災害防止工事を要望します。 

○県は、急傾斜地崩壊危険区域において、住宅の立地状況、災害発生状況のほか、福祉施設など

の有無も考慮し、採択要件を満たす箇所から順次、急傾斜地崩壊防止施設の整備を進めます。 

○市は、がけ地の所有者に対して、がけ崩れ防止工事等の整備等を啓発していきます。 

 

  

リスク回避 

基盤整備 
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３）治水対策 

低地地区における治水施設等の整備・管理【市】 

○本市の低地地区については、引き続き地下雨水貯留施設の管理を実施していきます。 

市管理河川の改修及び適正な維持管理【市】 

○市が管理する河川（準用河川１、普通河川 27）については、台風や集中豪雨による浸水被害を

軽減するため、総合的な治水対策を考慮した改修計画を作成し、維持管理を進めていきます。 

 

（３）取組方針「避難対策」の具体的な取組 

１）津波・高潮対策 

津波避難施設の整備（津波避難経路、津波避難階段等）【県/市】 

○市は、津波から徒歩による迅速な避難を確保するため、津波避難経路、津波避難階段等の避難

関連施設の整備を進めるとともにその安全性の点検に努めます。 

○県は、後背地が急な斜面で避難路が確保できない場合は、地域の実情を踏まえて、急傾斜地崩

壊防止施設の整備に合わせて津波避難階段を整備します。 

津波避難ビルの指定・確保【市/事業者】 

○身近な場所に避難できる高台等がない場合は、避難施設を確保するため、民間事業者、民間ビ

ルの管理者の協力を得て、津波避難ビルを指定、確保するとともに、そうした資源がない地域

にあっては、地元の自治会と協議しながら津波避難タワーの整備を検討します。 

浸水リスクの高い避難所等の指定の見直し【市】 

○津波浸水想定や地域の実情を踏まえ、できるだけ津波による浸水の危険性が低い場所に避難場

所を設けるよう、避難所等の指定の見直しを行います。 

誘導標識の設置（津波情報看板や標識・海抜表示版等の設置）【市】 

○津波発生時における適切な避難対策を実施するため、平成 27 年３月に県が設定した津波浸水想

定を踏まえ、誘導標識の整備を進めるとともに、津波情報看板や標高・海抜表示板などを利用

して津波に関する情報を併せて表示するなどの工夫に努めます。 
 

２）土砂災害対策 

要配慮者利用施設の土砂災害防止対策【事業者】 

○三浦市地域防災計画に定められた要配慮者利用施設の所有者又は管理者は、防災体制、避難誘

導、防災教育・訓練に関する事項、避難確保を図るための措置等を定めた計画を作成するとと

もに、避難訓練等を実施します。 

土砂災害警戒情報等を用いた避難指示等の発令基準・発令対象区域の設定【市】 

避難地区指定、避難経路設定、避難所指定の推進【市】 

○土砂災害警戒区域等における警戒・避難対策として、地震後の降雨による土砂災害にも備える

ため、土砂災害警戒情報等を用いた避難指示等の発令基準及び発令対象区域を設定するととも

に、避難地区の指定、避難経路の設定、避難所の指定を進めます。 

○また、警戒区域に居住する地域住民や観光旅館、要配慮者利用施設の関係者等に対してそれら

の周知に努めます。 

 

避難対策 
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３）防災体制構築 

情報伝達体制等の整備【市】 

○津波・高潮対策においては、地域住民等の迅速かつ適切な避難行動を支えるために、津波伝達

体制の整備、伝達手段の多重化を進めます。 

○土砂災害対策及び治水対策においては、警戒レベルに対応したとるべき避難行動がわかるよう

に、防災行政無線、広報車、防災情報メールやＬアラート（災害情報共有システム）等により

情報を伝達し、住民の積極的な避難行動の喚起に努めます。 

防潮扉の管理や危機管理体制の徹底【県/市/事業者】 

○市内に設置されている防潮扉について、台風等異常気象により高潮、波浪又は津波の気象警報

が発表されたときは、県や漁業協同組合と連携を図り、門扉を閉鎖するとともに、防潮扉の管

理や危機管理体制を徹底し、機能確保を図ります。 

防災訓練の実施【市/市民】 

○大規模地震等の災害を想定した広域防災訓練や市域・コミュニティレベルで、大規模火災や津

波など多様な場面を想定した防災訓練を実施します。また、不特定かつ多数の者が利用する施

設等の防災訓練、被災時の男女のニーズの違いや要配慮者等の多様な視点などに十分配慮した

防災訓練や避難訓練を実施します。 

市民の自主防災活動の拡充・強化【市/市民】 

○自主防災組織の育成・強化を図り、消防団とこれらの組織との連携等を通じて地域コミュニテ

ィの防災体制の充実を図ります。また、研修の実施などによる防災リーダーの育成、多様な世

代が参加できる環境整備などにより、これらの組織の日常的な活動や訓練の実施を促進します。 

観光客の避難対策【市】 

○本市の沿岸部には観光資源が立地し、多くの観光客が訪れているため、安全性の向上と避難対

策の向上を図ります。 

○本市の避難地や避難経路に関する情報について、観光客の周遊ルートに避難地案内板や標高シ

ールを掲示すること等により、観光客への周知を図ります。 
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（４）取組方針「情報の発信・共有」の具体的な取組 
 

各種ハザードマップの作成・周知・活用【市】 

○津波ハザードマップが住民等の避難に有効に活用されるよう、その内容を十分検討します。 

○また、土地取引における活用等を通じて、津波浸水想定や津波ハザードマップの内容を理解し

てもらうよう努めます。 

○土砂災害警戒区域等の周知と円滑な警戒避難を確保するため、ハザードマップによる啓発を行

います。 

防災対策や避難誘導に係る行動ルールの作成・周知【市】 

○消防団員、警察官、市職員など防災対策や避難誘導に当たる者の危険を回避するため、防災対

策や避難誘導に係る行動ルールの作成や周知に努めます。 

各種媒体を活用した積極的な周知【市】 

○津波による人的被害を軽減する方策は住民等の避難行動が基本となることを踏まえ、的確な判

断に基づいた行動ができるよう、津波を引き起こす地震とその発生のメカニズム、津波の特性

の正しい知識、津波警報、避難指示、津波浸水想定の数値等の意味や内容、徒歩避難の原則、

自ら率先して避難することが他の住民の避難を促すこと、防災に関する様々な動向や各種デー

タ等について、各種媒体を活用し住民等にわかりやすく継続的に周知します。 

○特に「津波防災の日」(11 月５日)においては、積極的に広報を実施します。 

  

情報の発信・共有 
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（５）防災まちづくりの取組一覧 

 

具体的な取組 
実施 

主体 
主な実施地域 

実施時期 

短期 中期 長期 

  リスク回避        

  届出制度の運用による災害リスクの周知 市 居住誘導区域外    

  
公共施設や要配慮者利用施設の災害リスクの低い場所

への立地誘導 
市 全市    

 土砂災害特別警戒区域内からの住宅の移転促進 県/市 土砂災害特別警戒区域    

  基盤整備        

  
津波・高潮

対策 
海岸保全施設等の整備 県/市 浸水想定区域    

  
土砂災害 

対策 
急傾斜地崩壊危険区域等の災害防止 県/市 

急傾斜地崩壊危険区域 

土砂災害警戒区域等 
   

  
治水対策 

低地地区における治水施設等の整備・管理 市 全市    

  市管理河川の改修及び適正な維持管理 市 全市    

  避難対策        

  

津波・高潮

対策 

津波避難施設の整備 

（津波避難経路、津波避難階段等） 
県/市 浸水想定区域    

 津波避難ビルの指定・確保 
市/ 

事業者 
浸水想定区域    

  浸水リスクの高い避難所等の指定の見直し 市 浸水想定区域    

  
誘導標識の設置（津波情報看板や標識・海

抜表示版等の設置） 
市 浸水想定区域    

  

土砂災害 

対策 

要配慮者利用施設の土砂災害防止対策 事業者 土砂災害警戒区域等    

  
土砂災害警戒情報等を用いた避難指示等の

発令基準・発令対象区域の設定 
市 土砂災害警戒区域等    

  
避難地区指定、避難経路設定、避難所指定

の推進 
市 土砂災害警戒区域等    

  

防災体制 

構築 

情報伝達体制等の整備 市 全市    

 防潮扉の管理や危機管理体制の徹底 
県/市/

事業者 
全市    

 防災訓練の実施 市/市民 全市    

  市民の自主防災活動の拡充・強化 市/市民 全市    

 観光客の避難対策 市 浸水想定区域    

  情報の発信・共有        

  各種ハザードマップの作成・周知・活用 市 全市    

  防災対策や避難誘導に係る行動ルールの作成・周知 市 全市    

  各種媒体を活用した積極的な周知（津波防災の日等） 市 全市    
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計画の進捗管理 
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１．進捗管理の考え方 
 

○本市の将来都市像「豊かな自然環境を活かし共生するまち みうら」の実現に向けて、持続

可能な都市づくりを進めていくためには、本計画の施策を着実に進める必要があります。 

○そのため、施策の有効性を評価するための指標を設定し、ＰＤＣＡサイクルの考え方に基づ

き、おおむね５年を１つのサイクルとして、定期的に評価・検証を行います。 

○評価・検証結果を踏まえ、必要に応じて誘導区域、誘導施設、誘導施策の見直しを行います。 

 

■計画の進行管理のＰＤＣＡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

おおむね５年ごとを 

１つのサイクルとして実施 

ＰＬＡＮ (計画) ＤＯ (実行) 

ＣＨＥＣＫ (点検) ＡＣＴＩＯＮ (見直し) 

■計画の策定 

・誘導区域・誘導施設の設定 

・誘導施策の設定 

■計画の改善 

・誘導区域・誘導施設の見直し 

・誘導施策等の見直し、充実・強化 

■定期的な評価・検証 

・評価指標の達成状況の確認 

・誘導施策の進捗状況の確認 

■各種施策の推進 

・誘導施策の実施 

・防災まちづくりの取組実施 
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２．評価指標の設定 
 

○第２章で設定した誘導方針ごとに、達成状況を評価する指標を以下のとおり設定します。 

 

１）都市機能誘導に関する評価指標 

○誘導方針「拠点の特性を踏まえた都市機能の誘導・集積」については、都市機能の誘導を目

指す施策であることから、誘導施設及び誘導施設に準ずる施設の立地割合を指標とします。 

○目標値は、各拠点における施設整備の進展等を踏まえ、「35％以上」に設定します。 

 

評価指標 現況値 
(令和６年) 

目標値 
(令和 27 年) 

指標① 
都市機能誘導区域内の誘導施設及び 

誘導施設に準ずる施設の立地割合 
28％ 35％以上 

※算出方法：（都市機能誘導区域内誘導施設数）÷（行政区域内誘導施設数） 

 

２）居住誘導に関する評価指標 

○誘導方針「人口減少、少子高齢化を見据えた居住誘導」については、人口集積を目指す施策

であり、このまま何も対策を講じないと、効率的な都市経営と生活サービスの維持に必要な

最低限の人口密度 40 人/ha を下回る見込みであることから、居住誘導区域内の人口密度と人

口割合を指標とします。 

 

評価指標 現況値 
(令和２年) 

目標値 
(令和 27 年) 

指標②-１ 居住誘導区域内の人口密度 59 人/ha 40 人/ha 以上 

指標②-２ 
居住誘導区域内の人口割合 

（市街化区域内人口に占める割合） 
73％ 79％以上 

※算出方法 指標②－１：（居住誘導区域内人口）÷（居住誘導区域面積） 

      指標②－２：（居住誘導区域内人口）÷（市街化区域内人口） 

※人口に係る評価指標は、国勢調査におけるメッシュ人口を基本単位として、区域内外の住宅系建物の

棟数按分により算出します。住宅系建物の棟数は、５年毎に実施される都市計画基礎調査の建物現況

調査結果のデータを活用します。 
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３）公共交通に関する評価指標 

○誘導方針「利便性の高い公共交通ネットワークの維持・充実」については、公共交通の利用

促進を目指す施策であることから、基幹的公共交通へのアクセス圏内の人口割合を指標とし

ます。 

 

評価指標 現況値 
(令和２年) 

目標値 
(令和 27 年) 

指標③ 基幹的公共交通へのアクセス圏内の人口割合 71％ 71％以上 

※算出方法： （鉄道駅 800ｍ圏及び平日 30 本以上/日・片道のバス停 300m 圏内の人口）÷（行政区域内 

人口） 

 

４）防災に関する評価指標 

○誘導方針「本市の特性を考慮し災害リスクを踏まえたまちづくり」については、災害リスク

の高い区域には居住を誘導しない施策であることから、災害リスクの高い区域内の居住人口

割合を指標とします。 

 

評価指標 現況値 
(令和２年) 

目標値 
(令和 27 年) 

指標④ 災害リスクの高い区域内の居住人口割合 13％ 13％未満 

※算出方法： （居住誘導にあたり考慮すべき区域(①災害リスクの高い区域)内の人口）÷ （行政区域内人 

口）（該当区域の詳細は P67 参照） 
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１．用語集 

【あ行】 

空き家
あ き や

バンク 空き家の有効活用を通じて、定住促進等による地域活性化を図るため、空き

家情報を市のウェブサイト等に公表し提供する仕組み。 

【か行】 

関係
かんけい

人口
じんこう

 移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、地域と多

様に関わる人々を指す言葉。 

高次
こ う じ

都市
と し

機能
き の う

 日常の生活圏よりも広い範囲から利用される教育、医療、福祉、文化・芸術、

商業・業務などの機能。 

交通
こうつう

結節点
けっせつてん

 異なる交通手段（場合によっては同じ交通手段）を相互に連絡する乗り換え・

乗り継ぎ施設。具体的には、鉄道駅、バスターミナルなど。 

交 流
こうりゅう

人口
じんこう

 その地域に訪れる人々を指す言葉。 

国勢
こくせい

調査
ちょうさ

 国内の人口・世帯の実態を把握し、各種行政施策その他の基礎資料を得る目

的で、大正９年以降全国的な規模で実施している調査。 

国立
こくりつ

社会
しゃかい

保障
ほしょう

 ・ 人口
じんこう

問題
もんだい

研究所
けんきゅうじょ

 

国の機関であり、同研究所が推計する値は、人口と世帯数に関するデータを、

全国及び地域単位で推計し、多くの自治体等における将来人口推計の目安と

して、また、国の各種施策立案等の基礎資料として、公表されている。 

コンパクト・プラス・ネッ

トワーク 

人口減少と高齢化が進む中、特に地方都市において、地域の活力を維持する

とともに、医療・福祉・商業等の生活機能を確保し、高齢者が安心して暮らせ

るよう、地域公共交通と連携して、コンパクトなまちづくりを進めること。 

【さ行】 

市街化
し が い か

区域
く い き

 都市計画区域のうち、既に市街地を形成している区域、及びおおむね 10 年以

内に優先的かつ計画的に市街化を図るべき区域のこと。 

市街化
し が い か

調 整
ちょうせい

区域
く い き

 都市計画区域のうち、市街化を抑制すべき区域のことで、原則として、一定の

要件に該当するもの以外の開発行為や建築行為は制限される。 

市街地
し が い ち

開発
かいはつ

事業
じぎょう

 一定のエリアを区切って、そのエリア内で公共施設の整備と宅地の開発を総

合的な計画に基づき、一体的に行う事業。 

住 宅
じゅうたく

ストック 既存の住宅（数）のこと。空き家問題の解決策として、住宅ストックの活用が

重要視されている。 

生産
せいさん

緑地
りょくち

地区
ち く

 市街化区域内にある一定の要件に該当する農地を保全することを目的に指定

される地区のことで、指定された農地では、税制面での優遇を受ける代わり

に、一定の土地利用制限がかかる。 
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【た行】 

地区
ち く

計画
けいかく

 住民の生活に身近な地区について、道路、公園等の施設の配置や建築物の建

て方など、地区の特性に応じてきめ細かく定めるまちづくりの計画。 

特定
とくてい

第３種
だい３しゅ

漁港
ぎょこう

 漁港及び漁場の整備等に関する法律において、第３種漁港のうち水産業の振

興上特に重要な漁港で政令にて定めた漁港。なお、利用範囲が全国的なもの

を「第３種漁港」と定めている。 

都市
と し

計画
けいかく

運用
うんよう

指針
し し ん

 国土交通省が都市計画制度の運用に当たっての原則的な考え方について、地

方公共団体に示した指針。 

都市
と し

計画
けいかく

基礎
き そ

調査
ちょうさ

 都市計画区域について、都道府県がおおむね５年ごとに、都市計画に関する

基礎調査として、人口規模、産業分類別の就業人口の規模、市街地の面積、土

地利用、交通量等の事項に関する現況及び将来の見通しについて行う調査。 

都市
と し

計画
けいかく

区域
く い き

 自然的及び社会的条件並びに人口、土地利用、交通量等の事項に関する現況

及び推移を勘案して、一体の都市として総合的に整備し、開発し、保全する必

要がある区域のこと。 

都市
と し

計画
けいかく

道路
ど う ろ

 都市施設の一つで、都市計画に定める道路のこと。「自動車専用道路」、「幹線

街路」、「区画街路」、「特殊街路」がある。 

都市
と し

施設
し せ つ

 都市生活を営む上で必要とされる施設で、都市計画に定める施設のこと。 

土地
と ち

区画
く か く

整理
せ い り

事業
じぎょう

 道路、公園などの公共施設を整備・改善し、土地の区画を整え宅地の利用増進

を図る事業。 

【な行】 

南海
なんかい

トラフ地震
じ し ん

 駿河湾から遠州灘、熊野灘、紀伊半島の南側の海域及び土佐湾を経て日向灘

沖までのフィリピン海プレート及びユーラシアプレートが接する海底の溝状

の地形を形成する区域である南海トラフ沿いで発生する地震。 

【は行】 

パーソントリップ調査
ちょうさ

 都市における人の移動に着目した調査。調査周期は概ね 10 年に 1度。 

ハザードマップ 自然災害による被害の軽減や防災対策に使用する目的で、被災想定区域や

避難場所・避難経路などの防災関係施設の位置などを表示した地図。 

【や行】 

用途
よ う と

地域
ち い き

 都市計画法に基づき指定される住居、商業、工業など市街地の大枠としての

土地利用を定める地域のことで、用途地域が指定されると、それぞれの目的

に応じて建てられる建物の種類が決められている。13 種類ある用途地域のう

ち本市では令和７年３月時点で８種類を指定している。 

【ら行】 

ライドシェア 一般ドライバーが自家用車を使い、有償で利用者を運ぶサービスのこと。 
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２．策定までの経緯 
 

年月日 主な内容 

令和５年８月 17 日 令和５年度第１回三浦市都市計画審議会 

・都市計画マスタープランの概要 

・立地適正化計画の概要 

・検討の進め方（案） 

令和５年 10 月 25 日 

～11 月 16 日 

都市計画マスタープラン進捗状況調査（庁内各課等へ調査） 

・現行都市計画マスタープランの進捗状況 

・令和７年度以降の事業実施方針 

令和５年 11 月８日 令和５年度第２回三浦市都市計画審議会 

・小委員会の設置（委員の指名） 

令和５年 12 月 27 日 令和５年度第１回三浦市都市計画審議会小委員会 

・都市の概況整理【共通】 

・現行都市計画マスタープランの評価・検証【都市計画マスタープラン】 

・都市づくりの課題整理【都市計画マスタープラン】 

・目指すべき都市の骨格構造の検討【立地適正化計画】 

令和６年２月 15 日 令和５年度第３回三浦市都市計画審議会 

・令和５年度第１回三浦市都市計画審議会小委員会の報告 

令和６年３月 22 日 令和５年度第２回三浦市都市計画審議会小委員会 

・都市の概況整理と課題（見直し案）【共通】 

・都市づくりの目標設定【都市計画マスタープラン】 

・誘導方針の検討【立地適正化計画】 

令和６年５月 29 日 令和６年度第１回三浦市都市計画審議会 

・令和５年度第２回三浦市都市計画審議会小委員会の報告 

令和６年６月 26 日 令和６年度第１回三浦市都市計画審議会小委員会 

・都市づくりの目標、方針【都市計画マスタープラン】 

・都市機能誘導区域、居住誘導区域の検討【立地適正化計画】 

令和６年８月 26 日 令和６年度第２回三浦市都市計画審議会小委員会 

・地域交流ゾーンの目指す市街地像、実現に向けた取組【都市計画 

マスタープラン】 

・防災指針、誘導施策、計画の進捗管理の検討【立地適正化計画】 

令和６年９月 25 日、 

26 日、28 日 

市民説明会（初声市民センター、南下浦コミュニティセンター、勤労市民センター） 

・三浦市都市計画マスタープラン素案及び三浦市立地適正化計画素案 

の説明 
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年月日 主な内容 

令和６年 11 月 13 日 令和６年度第３回三浦市都市計画審議会小委員会 

・三浦市都市計画マスタープラン(案)について 

・三浦市立地適正化計画(案)について 

令和６年 11 月 22 日 令和６年度第２回三浦市都市計画審議会 

・三浦市都市計画マスタープラン(案)について（報告） 

・三浦市立地適正化計画(案)について（報告） 

令和６年 11 月 27 日 

～12 月 26 日 

パブリックコメント 

・三浦市都市計画マスタープラン(案)及び三浦市立地適正化計画(案) 

の意見募集 

令和７年１月 15 日 令和６年度第４回三浦市都市計画審議会小委員会 

・三浦市都市計画マスタープラン(案)について 

・三浦市立地適正化計画(案)について 

令和７年１月 22 日 令和６年度第３回三浦市都市計画審議会 

・三浦市都市計画マスタープランの改定について（諮問・答申） 

・三浦市立地適正化計画の策定について（諮問・答申） 
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３．委員名簿 
 

三浦市都市計画審議会名簿 

令和６年５月時点 

区分 役職 氏名 所属団体等 小委員会 

学識経験 

のある者 

委員 大沢 昌玄 
日本大学 

理工学部 教授 
委員 

会長 中島 直人 
東京大学大学院 

工学系研究科都市工学専攻 教授 
 

委員 中津 秀之 
関東学院大学 

建築・環境学部 准教授 
 

委員 中西 正彦 
横浜市立大学大学院 

都市社会文化研究科 教授 
委員長 

市議会議員 

副会長 長島 満理子 

－ 

副委員長 

委員 千田 征志  

委員 出口 景介  

委員 小林 直樹  

神奈川県 

の職員 

委員 竹内 章裕 神奈川県横須賀土木事務所長 委員 

委員 堀川 康一郎 神奈川県警察三崎警察署長  

市民 

委員 髙梨 雅人 三浦市区長会 会長  

委員 山下 芳夫 三浦商工会議所 専務理事 委員 

委員 加藤 勝典 三浦市農業協同組合 代表理事組合長  

臨時委員 

委員 太田 芳孝 一般社団法人三浦市観光協会 専務理事 委員 

委員 鈴木 清 みうら漁業協同組合 代表理事組合長 委員 

前委員 

区分 役職 氏名 所属団体等 小委員会 

市議会議員 副会長 草間 道治 － 副委員長 

神奈川県 

の職員 

委員 森尻 雅樹 神奈川県横須賀土木事務所長 委員 

委員 平林 貴志 神奈川県警察三崎警察署長  

市民 委員 木村 武士 三浦市区長会 会長  

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三浦市立地適正化計画 令和７年３月 

編集・発行 三浦市都市環境部都市計画課 

電話 046-882-1111（代表）   

ホームページ https://www.city.miura.kanagawa.jp/ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


	ch0_2_立地適正化計画の概要_250212【241225確認】
	ch1_現状と課題_250226【250221市修正】
	ch2_目指す将来の姿_250226【250221修正依頼】
	ch3_都市機能誘導区域_250226【250221市修正】
	ch4_居住誘導区域_250226【250221修正依頼】
	ch5_誘導施策_250226【250221市修正】
	ch6_防災指針_250218【250127注釈追加】
	ch7_計画の進捗管理_241226【241225確認】
	ch8_資料編（立適）_250218【250115修正】
	空白ページ


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




